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久
生
十
蘭
論

補
遺

須

田

千

里

は
じ
め
に

一
九
九
三
年
か
ら
こ
れ
ま
で
、
私
は
「
久
生
十
蘭
論
」
と
名
付
け
た
論

考
を
九
点
公
表
し
て
き
た
。
そ
の
間
、
補
う
べ
き
知
見
も
蓄
積
さ
れ
、
全

体
に
渉
っ
て
細
か
な
修
正
を
要
す
る
も
の
も
あ
る
。
今
回
は
、
そ
の
中
か

ら
主
な
も
の
を
報
告
し
た
い
。

以
下
、
本
稿
一
で
は
「
新
西
遊
記
」
に
つ
い
て
、
神
奈
川
近
代
文
学
館

に
所
蔵
さ
れ
る
久
生
十
蘭
旧
蔵
資
料
の
調
査
等
で
得
ら
れ
た
知
見
を
記

す
。
二
以
降
で
は
、「
湖
畔
」「
白
雪
姫
」「
鈴
木
主
水
」「
ボ
ニ
ン
島
物
語
」

「
奥
の
海
」
そ
れ
ぞ
れ
の
材
源
を
補
足
す
る
。
な
お
、
行
論
上
こ
れ
ま
で

の
拙
論
と
重
な
る
点
が
あ
る
。
以
下
、
引
用
は
初
出
に
拠
り
、
単
行
本
所

収
等
（
定
稿
）
と
の
主
な
異
同
・
注
記
を
［

］
内
に
示
す
。
ま
た
、
引

用
文
の
傍
線
・
破
線
・
波
線
は
対
応
個
所
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
り
、
特

記
個
所
以
外
は
す
べ
て
須
田
に
よ
る
。

一
、
「
新
西
遊
記
」

―
久
生
十
蘭
特
別
資
料
、
『
馬
蹄
一
万
五

千
粁
』

―

「
新
西
遊
記
」（
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
「
別
冊
文
芸
春
秋
」
、
ノ
チ
昭

和
二
十
七
年
九
月
文
芸
春
秋
新
社
『
う
す
ゆ
き
抄
』
所
収
が
定
稿
）
に
つ

い
て
は
、「
西
蔵
へ
の
旅
、
西
蔵
か
ら
の
旅

―
久
生
十
蘭
論

―
」（
一

III

九
九
六
年
十
二
月
「
叙
説
」
）
で
考
察
し
た
。
そ
の
後
、
『
定
本

久
生
十

蘭
全
集
』

（
二
〇
一
〇
年
十
一
月
国
書
刊
行
会
）
「
解
題
」
が
久
生
十

8

蘭
遺
品
中
の
「
「
新
西
遊
記
」
と
記
さ
れ
た
封
筒
」（
以
下
「
封
筒
」
と
略
）

の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
中
に
入
っ
て
い
た
「
雑
誌
新
聞
の
切
り
抜

き
」
の
筆
者
名
と
タ
イ
ト
ル
を
紹
介
し
た
上
で
、
「
一
部
は
本
作
に
取
り

込
ま
れ
て
い
る
。
」
と
指
摘
し
た
。
所
々
傍
線
の
引
か
れ
た
切
り
抜
き
に

は
、
掲
載
誌
紙
名
・
掲
載
年
月
日
等
の
メ
モ
が
な
い
が
、
科
学
研
究
費
補

助
金
基
盤
研
究
（

）
「
神
奈
川
近
代
文
学
館
所
蔵
久
生
十
蘭
特
別
資
料

C

に
関
す
る
文
献
学
的
研
究
」
（
二
〇
二
〇
～
二
〇
二
二
年
度
、
課
題
番
号

）
の
調
査
を
通
じ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
出
典
と
本
作
で

2
0
K
0
0
3
1
3

の
使
わ
れ
方
が
判
明
し
た
。
そ
の
概
要
は
二
〇
二
三
年
六
月
の
成
果
報
告

書
中
に
記
し
た
が
、
ご
く
簡
単
（
約
九
〇
〇
字
）
だ
っ
た
た
め
、
以
下
に

そ
の
詳
細
を
「
新
西
遊
記
」
の
記
述
に
従
っ
て
述
べ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら

と
は
別
に
、
『
馬
蹄
一
万
五
千
粁
』
の
摂
取
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

封
筒
内
の
切
り
抜
き
の
う
ち
、
「
『
謎
の
処
女
峰
』
の
姿
態

世
に
出
た

〝
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
〟
」
に
は
、
今
か
ら
五
十
年
も
前
に
「
ナ
ゾ
の
巨
峰
」

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
「
中
腹
ま
で
登
つ
た
日
本
の
宗
教
家
」
「
河
口
慧
海
と
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い
う
坊
さ
ん
」
へ
の
言
及
が
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
二
十
五
年
八
月
二
十
日

「
毎
日
新
聞
」
朝
刊
三
面
掲
載
の
も
の
と
判
明
し
た
。
「
新
西
遊
記
」
発

表
の
三
ヶ
月
ほ
ど
前
の
記
事
で
あ
り
、
直
接
の
執
筆
動
機
と
な
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。

以
下
、
前
掲
封
筒
に
収
め
ら
れ
た
切
り
抜
き
の
中
で
「
新
西
遊
記
」
に

摂
取
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
、
感
冒
を
こ
じ
ら
せ
た
だ

け
に
見
え
る
「
十
二
［
八
］
代
の
法
皇
」
が
祈
禱
と
治
療
の
末
逝
去
し
た

話
は
、『
西
蔵
旅
行
記
』
一
〇
五
回
と
、
ハ
ワ
ー
ド

．
ハ
ガ
ー
ド
「
療

W

法
は
百
方
尽
せ
り

さ
れ
ど
王
は
死
せ
り
―
「
悪
魔
・
医
薬
・
医
者
」
よ

り
抜
萃
―
（
昭
和
二
十
一
年
十
月
「
リ
ー
ダ
ー
ス

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
一

巻
五
号
八
〇
～
八
一
頁
の
切
り
抜
き
）
に
拠
っ
て
い
る
。
後
者
の
内
容
は
、

一
六
八
五
年
二
月
、
血
が
脳
の
動
脈
に
詰
ま
っ
た
（
脳
梗
塞
）
か
腎
臓
の

疾
患
か
で
倒
れ
た
英
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
に
対
す
る
十
二
名
の
医
者
の

治
療
を
解
説
し
た
も
の
。
約

瀉
血
し
た
上
、
さ
ら
に
肩
か
ら

グ
ラ

570
cc

230

ム
近
い
血
を
採
る
と
い
う
「
殺
人
的
行
為
と
で
も
い
へ
る
や
う
な
処
置
の

後
、
投
薬
が
始
ま
」
り
、
嘔
吐
剤
や
下
剤
、
種
々
の
植
物
等
か
ら
な
る
緩

下
剤
な
ど
で
浣
腸
、
さ
ら
に
下
剤
が
投
与
さ
れ
、
王
の
剃
っ
た
頭
皮
に
「
発

泡
膏
を
貼
」
り
、「
嚔

粉
」
を
与
え
、「
鳩
の
糞
」
な
ど
を
両
足
に
塗
り
、

く
さ
め

再
度
採
血
と
下
剤
に
よ
る
瀉
下
が
続
け
ら
れ
た
が
、
「
王
の
容
態
は
少
し

も
緩
和
し
な
い
の
み
か
、
却
つ
て
悪
く
な
る
一
方
」
な
の
で
、
「
非
常
処

置
と
し
て
、［
略
］
人
間
の
脳
の
エ
キ
ス
」
や
「
ロ
ー
レ
イ
ー
の
解
毒
薬
」
、

山
羊
や
カ
モ
シ
カ
な
ど
の
腹
に
あ
る
結
石
（
胃
石
）
が
解
毒
剤
と
し
て
与

え
ら
れ
た
が
効
果
が
無
く
、
医
者
の
務
め
と
し
て
「
細
か
い
こ
と
に
も
手

ぬ
か
り
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
と
い
ふ
の
で
、
最
も
強
力
な
強
心
剤
が
持

ち
込
ま
れ
」
、
「
薬
物
の
大
蕩
尽
を
行
」
っ
た
挙
げ
句
、
「
ロ
ー
レ
イ
ー
の

解
毒
薬
と
、
真
珠
水
剤
と
ア
ン
モ
ニ
ア
と
が
、
正
に
息
絶
え
と
し
て
ゐ
た

マ

マ

王
の
喉
へ
、
む
り
や
り
に
注
ぎ
込
ま
れ
た
」
と
あ
る
（
多
く
赤
傍
線
が
引

か
れ
て
い
る
）。

脳
梗
塞
な
ら
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
死
は
避
け
ら
れ
ま
い
が
、
「
新
西
遊

記
」
で
は
こ
れ
を
「
感
冒
を
こ
じ
ら
せ
て
気
管
支
炎
喘
息
を
お
こ
し
か
け

て
ゐ
る
の
で
、
さ
し
た
る
危
険
は
な
く
［
お
こ
し
か
け
て
ゐ
る
く
ら
ゐ
の

と
こ
ろ
で
］
、
手
早
く
処
置
す
れ
ば
、
四
、
五
日
で
快
癒
す
る
程
度
の
」

法
皇
と
す
る
こ
と
で
、
「
巧
妙
な
方
法
で
暗
殺
さ
れ
た
」
例
と
し
た
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
窓
を
開
け
放
っ
て
寒
風
を
吹
き
込
ま
せ
た
り
、
呪
文
の

合
唱
や
濛
々
た
る
線
香
の
煙
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
法
皇
を
安
眠
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
作
の
薬
剤
は
、
「
療
法
は
百
方

尽
せ
り

さ
れ
ど
王
は
死
せ
り
」
と
余
り
重
な
ら
な
い
。
こ
の
う
ち
、
落

葉
松
茸
（
エ
プ
リ
コ
）
、
金
銀
花
（
ス
ヒ
カ
ヅ
ラ
）
、
印
度
大
麻
草
等
は
『
薬

用
植
物
和
漢
名
対
照
便
覧
』
（
昭
和
八
年
九
月
春
陽
堂
）
に
見
え
る
。

第
二
は
、
「
ル
イ
・
ド
ル
ヴ
ェ
ー
エ
［
ル
イ
・
ド
ル
ヴ
ィ
ル
］」
の
旅
行

記
の
引
用
前
半
部
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
吉
田
謙
吉
「
蒙
古
草
原
の

喇
嘛

廟
と
喇
嘛
踊
り
」
（
昭
和
二
十
三
年
二
月
「
談
話
」
一
巻
三
号
二
八
～
三

三
頁
の
切
り
抜
き
）
と
ス
ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
「
雪
の
シ
ベ
リ
ア
越
境
」

（
昭
和
十
四
年
一
月
「
世
界
知
識
」
十
二
巻
一
号
一
二
九
～
一
三
二
頁
の

切
り
抜
き
）
に
拠
っ
て
い
る
。
「
新
西
遊
記
」
で
の
「
光
明
の
都
、
拉
薩

ラ
ツ

サ

の
危
険
な
ま
で
に
美
し
い
記
述
」
の
う
ち
、
「
ゆ
く
て
に
は
や
さ
し
い
な

だ
ら
か
な
小
山
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
つ
た
。
［
略
］
大
気
は
完
全
な
均
衡

を
た
も
ち
、
人
の
気
配
は
さ
ら
に
な
い
。
締
め
つ
け
る
や
う
な
沈
黙
の
な

か
で
、
自
然
が
魔
法
に
か
か
つ
た
や
う
に
四
季
の
め
ぐ
り
を
と
め
て
ゐ
る
。

人
間
と
季
節
に
見
捨
て
ら
れ
た
異
様
な
眺
望
で
あ
つ
た
。
」
、
「
突
兀
た
る

岩
山
を
背
に
し
た
雪
の
や
う
に
輝
く
白
堊
の
大
宮
殿
と
仏
殿
と
僧
院
の
大

群
落
が
、
乾
燥
し
た
空
気
の
せ
ゐ
か
［
空
気
の
作
用
で
］
、
無
類
の
鮮
か
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さ
で
ク
ッ
キ
リ
と
空
の
な
か
に
［
「
空
の
な
か
に
」
ナ
シ
］
浮
き
あ
が
つ

て
ゐ
る
。
」
、「
曠
原
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
。
」
、
「
上
り
下
り
し
て
ゐ
る
無
数
の

石
階
や
石
廊
や
［
「
上
り
下
り
し
て
ゐ
る
」
ナ
シ
］
」
と
あ
る
部
分
は
、「
蒙

古
草
原
の

喇
嘛
廟
と
喇
嘛
踊
り
」
で
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
中
部
、
包

頭
か
ら
五

当

召
（
内
モ
ン
ゴ
ル
最
大
の
ラ
マ
寺
院
が
あ
る
）
へ
向
か
う

ウ
ー
タ
ン
ジ
ョ
ー

次
の
よ
う
な
道
筋
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ゆ
く
て
に
は
、
や
さ
し
い
な
だ
ら
か
な
丘
陵
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
つ

た
。
晩
秋
で
は
あ
つ
た
が
、
紅
葉
す
る
樹
立
は
な
し
、
ど
ん
よ
り
と

し
た
曇
り
空
の
下
に
草
の
色
と
て
は
っ
き
り
と
秋
を
思
は
せ
る
も
の

マ
マ

な
く
、
寧
ろ
季
節
を
失
つ
た
眺
望
で
あ
つ
た
。
［
二
八
頁
。
す
べ
て

赤
傍
線
が
引
か
れ
て
い
る
］

［
略
］ま

た
そ
の
辺
り
か
ら
ゆ
く
て
の
陵
線
が
稍
鋭
く
な
り
、
道
も
ゆ
る
い

上
り
勾
配
と
な
つ
た
が
、
そ
の
丘
陵
を
越
し
た
あ
た
り
か
ら
、
ゆ
く

て
は
る
か
に
五

当

召
の
白
堊
の
喇
嘛
廟
が
、
忽
然
と
見
え
出
し
た

ウ
ー
タ
ン
ジ
ヨ
ウ

が
、
や
が
て
見
は
る
け
き
草
原
の
た
だ
中
に
、
龍
宮
城
の
や
う
に
そ

の
全
貌
を
あ
ら
は
し
た
の
だ
つ
た
。
盛
り
上
つ
た
丘
陵
を
背
に
、
さ

な
が
ら
白
堊
の
近
代
建
築
の
や
う
に
、
乾
燥
し
た
空
気
の
故
に
く
つ

き
り
と
浮
び
上
つ
て
ゐ
る
の
だ
つ
た
。
私
は
喇
嘛
廟
に
詣
で
る
蒙
古

人
達
が
、
ひ
と
し
く
う
け
る
で
あ
ら
う
か
う
し
た
草
原
の
中
の
、
フ

ア
ン
タ
ジ
ア
を
想
は
ず
に
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。
し
か
も
近
づ
く
に
つ

れ
て
、
こ
の
喇
嘛
廟
の
建
て
ら
れ
て
ゐ
る
周
囲
の
丘
陵
に
だ
け
、
松

林
が
聳
え
た
つ
て
ゐ
る
の
だ
つ
た
。

廟
の
建
物
は
、
や
は
り
そ
の
ゆ
る
い
丘
陵
の
中
腹
の
あ
た
り
の
盆

地
に
、
悉
く
石
灰
で
分
厚
く
塗
ら
れ
た
、
長
方
形
平
面
の
直
線
的
な

建
物
の
一
群
だ
が
、
本
堂
を
中
心
に
、
丘
陵
の
勾
配
に
沿
つ
て
背
後

に
延
び
、
そ
の
周
囲
に
同
じ
白
堊
の
僧
房
が
、
布
石
の
如
く
ぽ
つ
ぽ

つ
と
配
さ
れ
て
ゐ
る
。

［
略
］丘

陵
に
沿
つ
て
、
上
り
下
り
し
て
ゐ
る
階
段
や
斜
面
の
道
は
、
そ
の

儘
裏
手
の
僧
房
の
一
劃
へ
と
続
い
て
ゐ
て
、
す
で
に
し
て
暮
れ
か
か

つ
た
丘
陵
の
線
が
く
つ
き
り
と
、
周
囲
を
と
り
ま
い
て
ゐ
た
。
［
二

八
～
二
九
頁
。
大
部
分
赤
傍
線
が
引
か
れ
て
い
る
］

ま
た
「
雪
の
シ
ベ
リ
ア
越
境
」
に
は
、
「
殺
人
的
な
寒
気
」
の
支
配
す

る
人
気
の
無
い
夕
刻
の
雪
原
を
「
吾
々
は
こ
こ
に
支
配
し
て
ゐ
る
殆
ん
ど

締
め
付
け
ら
れ
る
や
う
な
沈
黙
の
裡
に
荒
野
の
神
秘
を
感
ず
る
の
で
あ

る
。
空
気
は
完
全
に
均
衡
が
と
れ
て
ゐ
て
、
松
樹
の
針
葉
一
つ
動
か
さ
な

い
。
全
自
然
が
魔
法
に
か
ゝ
つ
た
や
う
で
あ
り
、
」
（
一
三
一
頁
。
当
該
段

落
前
後
を
赤
鉛
筆
で
四
角
に
囲
む
）
と
し
て
い
る
。

以
上
の
傍
線
・
破
線
部
が
対
応
し
て
い
る
（
波
線
部
に
つ
い
て
は
後
述
）

上
、
全
体
の
雰
囲
気
も
こ
れ
に
近
い
。
内
モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
と
丘
陵
に
建

つ
白
堊
の
喇
嘛
廟
や
、
人
気
の
無
い
キ
ャ
フ
タ
（
バ
イ
カ
ル
湖
の
南
、
モ

ン
ゴ
ル
国
境
近
く
に
あ
る
ロ
シ
ア
の
都
市
）
近
辺
の
雪
原
を
、
拉
薩
の
ポ

タ
ラ
宮
に
重
ね
た
点
に
「
新
西
遊
記
」
独
自
の
工
夫
が
あ
っ
た
。

な
お
、
「
新
西
遊
記
」
で
「
曠
原
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
に
続
く
「
そ
の

蜃
気
楼
を
一
瞥
し
た
と
き
の
お
ど
ろ
き
」
云
々
は
、
田
中
英
光
『
オ
リ
ン

ポ
ス
の
果
実
』（
昭
和
十
五
年
九
月
「
文
学
界
」
、
同
年
十
一
月
高
山
書
院
。

以
下
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
鎌
倉
文
庫
『
青
春
の
書

オ
リ
ン
ポ

3

ス
の
果
実
』
に
よ
る
）

で
、
船
上
か
ら
「
夢
の
や
う
な
美
し
さ
」
（
九

12

六
頁
）
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
眺
め
た
主
人
公
が
「
白
い
国
！

蜃
気
楼

ミ
ユ
ア
ジ
ユ

も
か
く
や
、
」
（
九
七
頁
）
と
感
動
す
る
の
と
類
似
す
る
。
ま
た
、
「
新
西

遊
記
」
の
前
掲
「
突
兀
た
る
岩
山
を
背
に
し
た
雪
の
や
う
に
輝
く
白
堊
の

ー

I 
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大
宮
殿
」
（
ポ
タ
ラ
宮
）
が
「
ク
ッ
キ
リ
と
空
の
な
か
に
」
浮
き
上
が
っ

て
い
る
さ
ま
は
、
直
接
に
は
「
蒙
古
草
原
の

喇
嘛
廟
と
喇
嘛
踊
り
」
に

拠
っ
た
に
せ
よ
、
『
オ
リ
ン
ポ
ス
の
果
実
』

で
「
背
後
に
は
、
青
空
を

12

く
つ
き
り
と
劃
し
た
、
峰
々
の
紫
紺
の
山
肌
、
手
前
に
は
、
油
の
や
う
に

と
ろ
り
と
静
か
な
港
の
水
、
そ
の
間
に
、
整
然
と
た
ち
並
ん
だ
、
白
い
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
、
」
（
同
）
と
類
似
し
た
構
図
で
あ
る
。
『
オ
リ
ン
ポ
ス
の
果

実
』

に
登
場
す
る
「
朴
拳
闘
選
手
」
（
九
九
頁
）
も
、
「
猪
鹿
蝶
」
（
昭

13

和
二
十
六
年
三
月
「
別
冊
文
芸
春
秋
」
、
ノ
チ
「
姦
」
［
昭
和
三
十
年
十
月

新
潮
社
『
母
子
像
』
所
収
］
）
で
言
及
さ
れ
る
「
朴
な
ん
と
か
い
ふ
［
朴

と
か
い
ふ
］
ボ
ク
サ
ー
く
づ
れ
」
と
類
似
し
て
お
り
、
参
照
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。

第
三
、
「
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
暗
黒
地
帯
」
ト
ン
ブ
ゥ
ク
ツ
ー
の
話
は
、

前
述
の
封
筒
以
外
の
旧
蔵
資
料
中
に
見
つ
か
っ
た
。
ロ
ー
ラ
・
シ
ー
・
ブ

ー
ル
ト
ン
「
仏
領
西
ア
フ
リ
カ
横
断
記
」
（
昭
和
十
六
年
七
月
「
世
界
知

識
」
十
四
巻
七
号
一
〇
二
～
一
〇
七
頁
の
切
り
抜
き
）
で
、
「
現
在
フ
ラ

ン
ス
政
府
が
こ
の
町
［
「
チ
ム
ブ
ク
ツ
ー
」
］
を
ト
ム
ブ
ク
ツ
ー
と
公
式
に

名
づ
け
て
ゐ
る
」（
一
〇
二
頁
）
そ
の
町
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
「
新
西

遊
記
」
で
、
「
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
中
央
に
［
「
に
」
ナ
シ
］
、
黒
人
国
イ
ス
ラ

ム
王
国
の
文
化
の
中
心
に
な
つ
て
ゐ
る
ト
ン
ブ
ゥ
ク
ツ
ー

T
om
bouctou

［
「T

om
bouctou

」
ナ
シ
］
と
い
ふ
学
問
の
都
が
あ
つ
て
、
そ
こ
の
サ
ン

コ
レ
大
学
に
ギ
リ
シ
ヤ
、
ラ
テ
ン
の
詩
文
の
写
本
や
ア
ラ
ビ
ア
語
の
古
典

が
集
つ
て
ゐ
る
と
い
は
れ
、
回
教
の
大
学
生
が
ト
ン
ブ
ウ
ク
ツ
ー
の
黄
金

の
富
を
鵞
鳥
の
ペ
ン
で
ト
ル
コ
王
に
書
き
送
つ
た
な
ど
と
［
書
き
送
つ
た

と
］
い
ふ
佯
り
の
記
述
が
あ
る
が
、
」
は
、
「
仏
領
西
ア
フ
リ
カ
横
断
記
」

の
「
嘗
て
の
黒
人
帝
国
の
首
都
」
の
章
に
拠
る
。
す
な
わ
ち
、

チ
ム
ブ
ク
ツ
ー
、
沙
漠
の
真
中
の
こ
の
町
が
、
か
つ
て
は
学
問
の
町

で
あ
つ
た
。

十
五
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
の
こ
の
町
の
学
問
の
都
と
し

て
の
名
声
は
〝
こ
こ
に
保
存
さ
れ
て
あ
る
写
本
に
よ
り
、
ラ
テ
ン
、

ギ
リ
シ
ヤ
の
古
典
の
蒐
集
も
可
能
で
あ
る
〟
と
い
は
れ
る
ぐ
ら
ゐ
四

方
に
響
い
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
北
ア
フ
リ
カ
の
大
半
を
占
め
て
ゐ

た
黒
人
国
イ
ス
ラ
ム
帝
国
の
文
化
の
中
心
地
と
な
つ
て
ゐ
た
。
学
問

に
志
す
も
の
は
み
な
こ
の
〝
サ
ン
コ
レ
大
学
〟
に
学
び
、
諸
国
の
写

本
も
研
究
と
比
較
の
た
め
持
つ
て
き
た
の
で
あ
つ
た
。
当
時
は
殆
ん

ど
す
べ
て
の
ア
ラ
ビ
ア
語
の
古
典
が
チ
ム
ブ
ク
ツ
ー
に
集
つ
て
来

た
。

［
略
］回

教
徒
の
学
生
達
は
自
分
達
の
黄
金
の
富
を
鵞
鳥
の
ペ
ン
で
書
き
、

か
の
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
十
四
世
が
遠
征
を
試
み
た
ほ
ど
に
、
こ
の
町

の
繁
栄
を
世
界
に
喧
伝
し
た
。
［
一
〇
六
頁
］

と
あ
る
。
た
だ
し
、
以
上
の
情
報
は
「
伝
説
の
、
広
く
し
て
富
め
る
チ
ム

ブ
ク
ツ
ー
の
幻
影
」
（
一
〇
七
頁
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
虚
構
性
の
高
い

も
の
で
あ
っ
た
。

「
新
西
遊
記
」
で
は
、
ラ
ッ
サ
の
大
学
に
こ
そ
、
サ
ン
コ
レ
大
学
の
よ

う
に
東
西
の
古
い
経
典
が
残
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
学
生
は
、

中
亜
梵
語
の
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
や
、
ゾ
ク
ト
語
や
ウ
イ
ー
グ
ル
語
な
ど

の
死
語
で
仏
典
や
経
論
の
研
究
を
し
て
ゐ
る
。
大
仏
殿
の
経
蔵
に
は
、

七
世
紀
の
は
じ
め
に
北
京
で
［
「
北
京
で
」
ナ
シ
］
版
行
し
た
西
蔵

語
訳
の
カ
ン
ジ
ュ
ー
ル
（
一
切
経
）
を
は
じ
め
、
六
朝
唐
代
の
石
摺

の
経
本
（
唐
拓
）
、
祆
経
（
拝
火
教
の
経
典
）
、
摩
尼
教
の
教
本
、
量

［
景
］
教
（
ネ
ス
ト
リ
ア
ン
と
い
ふ
キ
リ
ス
ト
教
の
一
派
）
の
経
本
、

ザ
ラ
ッ
シ
ト
ラ
教
の
経
本
な
ど
、
千
年
も
前
に
消
滅
し
て
し
ま
つ
た
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世
界
宗
教
の
経
典
が
原
本
の
ま
ま
で
残
つ
て
ゐ
る
」
［
「
」
」
ナ
シ
］

こ
れ
は
、
前
掲
封
筒
に
収
め
ら
れ
た
松
岡
譲
「
石
室
ひ
ら
く
」
（
昭
和

二
十
四
年
六
月
「
天
馬
」
一
巻
五
号
一
四
～
二
九
頁
の
切
り
抜
き
。
目
次

で
は
「
探
検
小
説
」
と
角
書
）
に
拠
っ
て
い
る
。「
石
室
ひ
ら
く
」
に
は
、

敦
煌
の
千
仏
洞
が
一
時
「
一
大
仏
教
大
学
の
観
を
呈
し
」
（
二
一
頁
）
た

こ
と
、
古
文
書
に
は
「
西
蔵
文
」
「
梵
語
」
の
ほ
か
、
「
一
風
変
は
つ
た
世

に
も
珍
ら
し
い
中
亜
梵
語
の
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
が
出
て
来
る
、
梵
語
の
俗
語

プ
ラ
ク
リ
ツ
ト
が
出
て
来
る
、
ギ
リ
シ
ヤ
語
が
出
て
来
る
、
ラ
テ
ン
語
が

出
て
来
る
、
は
て
は
ペ
ル
シ
ヤ
語
、
ト
ル
コ
語
、
シ
リ
ヤ
語
、
蒙
古
語
な

ど
か
ら
、［
略
］。
そ
の
中
の
一
つ
は
［
略
］
多
分
ゾ
ク
ト
語
ウ
イ
グ
ー
ル

語
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
し
、
［
略
］
と
も
か
く
こ
れ
ら
の
文
字
は
所
謂

死

語
で
、
」
（
二
六
頁
）
、
「
最
初
仏
教
の
経
典
ば
か
り
か
と
思
つ
て

デ
ツ
ド
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ

居
た
と
こ
ろ
が
祆
経
即
ち
拝
火
教
の
経
典
が
あ
る
、
摩
尼
教
の
経
典
が
あ

る
、
量
教
即
ち
キ
リ
ス
ト
教
の
一
派
ネ
ス
ト
リ
ア
ン
の
経
典
が
あ
る
、

マ
マ

［
略
］
。
ザ
ラ
ツ
シ
ト
ラ
教
一
つ
を
の
ぞ
い
た
世
界
宗
教
の
経
典
は
頗
く

マ
マ

見
本
が
あ
る
と
い
つ
て
も
い
ゝ
位
だ
。
」
「
六
朝
唐
代
の
石
摺
り
が
幾
つ
も

出
て
来
る
。
つ
ま
り
唐
拓
だ
が
、
」
（
二
七
頁
、
多
く
赤
傍
線
が
引
か
れ
て

い
る
）
な
ど
と
あ
る
。
敦
煌
千
仏
洞
に
千
年
以
上
も
前
の
上
記
文
献
が
眠

っ
て
い
た
と
い
う
「
小
説
」
「
石
室
ひ
ら
く
」
の
設
定
を
、
「
ザ
ラ
ツ
シ
ト

ラ
教
」
も
含
め
て
十
九
世
紀
の
ラ
ッ
サ
に
転
用
す
る
こ
と
で
、
本
作
は
さ

ら
に
虚
構
性
を
高
め
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
「
世
界
地
図
の
「
白
い
部
分
」
は
、
両
極
は
別
に
し
て
、
人

間
の
住
む
地
域
で
は
、
ア
フ
リ
カ
の
イ
ス
ラ
ム
王
国
と
西
蔵
と
い
ふ
こ
と

に
な
つ
て
ゐ
た
［
な
つ
た
］
。
」
云
々
は
、
前
掲
封
筒
中
の
竹
節
作
太
「
処

女
峰
ナ
ン
ダ
・
コ
ツ
ト
に
挑
む
」
（
昭
和
二
十
四
年
七
月
「
天
馬
」
一
巻

六
号
八
一
～
八
七
頁
の
切
り
抜
き
）
の
「
南
北
両
極
地
や
大
洋
の
深
海
さ

え
探
検
さ
れ
尽
し
て
ゐ
る
現
在
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
み
は
空
白
地
帯
と
な
つ
て
ゐ

る
。
」
（
八
二
頁
）
と
、
『
西
蔵
遊
記
』
二
編
一
章
一
の
「
阿
弗
利
加
も
、

中
央
亜
細
亜
も
殆
ど
探
険
し
尽
さ
れ
、
［
略
］
独
り
西
蔵
の
み
は
［
略
］

今
尚
太
古
に
等
し
い
未
開
の
状
態
に
放
置
せ
ら
れ
」
を
取
り
合
わ
せ
て
強

調
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
の
「
イ
ス
ラ
ム
王
国
の
は
う
は
、
一
八
二
七
年
（
文
政
十
年
）
に
ル

ネ
・
カ
イ
エ
と
い
ふ
フ
ラ
ン
ス
人
が
ト
ン
ブ
ゥ
ク
ツ
ー
を
見
て
［
見
］
、

生
き
て
そ
こ
か
ら
出
て
き
た
最
初
の
欧
羅
巴
人
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
へ
凱
旋

し
た
」
は
、
前
掲
「
仏
領
西
ア
フ
リ
カ
横
断
記
」
の
「
嘗
て
の
黒
人
帝
国

の
首
都
」
前
引
部
に
続
く
、

十
九
世
紀
初
頭
に
ル
ネ
・
カ
イ
エ
と
呼
ぶ
フ
ラ
ン
ス
人
が
こ
こ
で
二

ケ
月
程
生
活
し
て
ゐ
る
。
彼
は
す
つ
か
り
ム
ー
ア
人
に
変
装
し
て
ゐ

た
の
で
あ
つ
た
。
生
き
て
帰
つ
た
白
人
は
こ
の
男
が
最
初
で
あ
る
。

（
一
〇
六
頁
）

に
拠
る
。
な
お
、「
新
西
遊
記
」
が
ル
ネ
・
カ
イ
エ
の
潜
入
し
た
年
を
「
一

八
二
七
年
（
文
政
十
年
）
」
と
す
る
の
は
創
作
で
あ
ろ
う
。
「
仏
領
西
ア
フ

リ
カ
横
断
記
」
で
、
そ
の
次
に
記
述
さ
れ
る
ゴ
ー
ド
ン
・
レ
イ
ン
グ
特
務

曹
長
は
、
英
国
か
ら
「
一
八
二
五
年
」
に
送
り
込
ま
れ
た
が
「
こ
れ
も
一

年
足
ら
ず
で
殺
さ
れ
」
た
と
あ
る
。
カ
イ
エ
と
レ
イ
ン
グ
の
記
述
順
か
ら

見
て
、
カ
イ
エ
潜
入
が
一
八
二
七
年
と
は
考
え
に
く
い
。
「
回
教
徒
達
の

メ
ッ
カ
で
あ
り
、伝
統
的
に
異
教
徒
に
犯
さ
れ
る
こ
と
を
許
さ
な
か
つ
た
」

（
同
一
〇
七
頁
）「
チ
ム
ブ
ク
ツ
ー
」
が
ラ
サ
の
状
況
と
類
似
す
る
た
め
、

こ
の
「
仏
領
西
ア
フ
リ
カ
横
断
記
」
が
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
四
、
山
口
智
海
の
西
蔵
潜
入
を
語
る
後
半
で
、
智
海
は
「
光
緒
二
年

［
一
八
七
六
］
に
北
京
で
出
版
さ
れ
た
天
主
公
教
会
の
神
父
有
向
の
「
韃

靼
旅
行
雑
写
」
（
ア
ッ
ベ
・
ユ
ッ
ク
の
［
「
の
」
ナ
シ
］
「
韃
靼
公
路
［
韃

I 

| 
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靼
古
道
］」A

bbé
H
uc,
H
aute

voie
de
T
artare

の
漢
訳
）」
な
ど
に
よ
っ

て
入
蔵
を
企
て
る
。
「
韃
靼
公
路
」
（
「
韃
靼
古
道
」
）
「
韃
靼
旅
行
雑
写
」

の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
が
、こ
れ
は
前
掲
封
筒
中
の
ア
ベ
・
ユ
ッ
ク
「
韃

靼
見
聞
記
」
（
昭
和
二
十
四
年
三
月
「
カ
ト
リ
ッ
ク

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」

二
巻
三
号
六
九
～
七
八
頁
の
切
り
抜
き
）
に
拠
ろ
う
（
一
部
に
赤
傍
線
と

ペ
ン
に
よ
る
抹
消
あ
り
）
。
そ
の
末
尾
に
「
（
筆
者

A
bbé

H
uc;

／
著
書

H
igh

R
oad

in
T
artary

よ
り
要
約
）」
と
あ
り
、「
新
西
遊
記
」
の
「H

aute

voie
de
T
artare

」
は
そ
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
と
考
え
ら
れ
る
。H

igh
R
oad

は
「
主
要
道
路
」「
本
街
道
」
、H

aute

は
「
高
い
」
ま
た
は
「
古
い
」
、voie

は
「
道
」
の
意
。
こ
の
「
韃
靼
見
聞
記
」
は
、
『
韃
靼
・
西
蔵
・
支
那
旅

行
記
』
上
下
（
上
巻
後
藤
富
男
・
下
巻
川
上
芳
信
訳
、
昭
和
十
四
年
六
月

･

九
月
生
活
社
）
の
内
容
と
も
ご
く
一
部
重
な
っ
て
い
る
。

第
五
、
智
海
が
「
氷
河
が
溶
け
だ
し
た
滾
り
た
つ
激
流
を
い
く
つ
か
泳

ぎ
わ
た
り
、
漂
石
（
氷
河
が
押
し
だ
し
た
堆
石
）
ば
か
り
落
々
た
る
海
抜

一
万
六
千
尺
、
全
長
、
六
百
里
の
不
毛
の
高
原
［
泳
ぎ
わ
た
り
、
海
抜
一

万
六
千
尺
の
漂
石
（
氷
河
が
押
し
出
し
た
堆
石
）
の
高
原
］
で
形
容
を
越

え
た
苦
難
に
苛
ま
れ
」
た
と
い
う
の
は
、
前
掲
封
筒
に
収
め
ら
れ
た
ジ
ェ

ー
ム
ズ

ラ
ム
ゼ
ー

ア
ル
マ
ン
「
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
征
服
の
闘
ひ
」
（
昭

和
二
十
一
年
九
月
「
リ
ー
ダ
ー
ス

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
一
巻
四
号
五
一
～

五
八
頁
の
切
り
抜
き
）
の
「
溶
け
た
氷
河
の
滾
り
た
つ
激
流
、
漂
石
の
散

ら
ば
つ
た
渺
茫
た
る
平
原
、
」
（
五
二
頁
、
赤
傍
線
引
く
）
に
拠
っ
て
い
よ

う
。
標
高
は
、『
西
蔵
旅
行
記
』
三
一
回
に
マ
ナ
サ
ル
ワ
湖
の
海
抜
が
「
一

万
五
千
五
百
尺
以
上
」
と
あ
る
。

第
六
、
智
海
が
引
き
合
い
に
出
し
た
、
十
七
年
か
か
っ
て
お
経
を
持
ち

帰
っ
た
玄
奘
三
蔵
の
話
は
、
前
掲
「
石
室
ひ
ら
く
」
に
「
玄
奘
三
蔵
が
あ

の
前
後
十
七
年
間
の
印
度
旅
行
に
」
（
一
九
頁
、
赤
傍
線
引
く
）
云
々
に

拠
ろ
う
。
ま
た
、
「
甘
珠
爾
（
勅
命
訳
一
切
経
）
は
「
経
」
で
は
な
く
て

「
仏
」
」
で
あ
り
、
「
甘
珠
爾
は
甘
粛
省
敦
煌
の
雷
音
寺
（
千
仏
洞
）
の
経

窟
に
お
さ
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
毎
年
、
五
月
初
め
の
灌
仏
会
大
法
要
に
は

［
に
は
、
一
切
経
を
拝
む
た
め
に
、
］
青
海
の
ツ
ァ
イ
ダ
ン
王
や
甘
粛
新

疆
の
端
郡
王
ま
で
が
、
一
切
経
を
拝
む
た
め
に
は
る
ば
る
［
ま
で
が
、
は

る
ば
る
］
敦
煌
ま
で
出
か
け
て
行
く
」
と
い
う
の
も
、
「
石
室
ひ
ら
く
」

に
拠
る
。
す
な
わ
ち
、
「
新
疆
省
」
ウ
ル
ム
チ
に
い
る
「
清
朝
の
王
族
端

郡
王
」
（
一
四
頁
）
が
、
「
甘
粛
省
の
敦
煌
の
千
仏
洞
」（
一
六
頁
）
「
雷
音

寺
」
（
二
〇
頁
）
に
「
西
蔵
版
の
一
切
経
」（
一
七
頁
）
が
あ
る
の
で
「
拝

カ
ン
ジ
ユ
ー
ル

ん
で
来
ま
し
た
」
（
同
）
と
ペ
リ
オ
と
語
り
合
う
場
面
や
、
千
仏
洞
を
管

理
す
る
道
士
が
ペ
リ
オ
に
「
毎
年
五
月
初
め
の
こ
ゝ
の
灌
仏
会
の
年
一
度

の
大
法
要
に
な
り
ま
す
と
な
、
近
所
近
在
は
愚
か
、
遠
く
青
海
省
の
ツ
ア

イ
ダ
ム
あ
た
り
か
ら
王
様
ま
で
が
御
参
詣
に
な
る
の
で
す
わ
。
其
時
宝
庫

お

く

ら

の
中
に
あ
る
チ
ベ
ツ
ト
の
有
難
い
一
切
経
を
お
拝
み
に
な
る
の
で
し
て

な
、
」
（
二
四
頁
、
一
部
赤
傍
線
が
引
か
れ
て
い
る
）
と
語
る
場
面
を
用
い

て
い
る
。

第
七
は
、
智
海
が
「
グ
ン
パ
ー
ル
と
い
ふ
僧
院
」
に
入
っ
て
西
蔵
語
を

学
ん
だ
際
の
挿
話
で
あ
る
。
「
グ
ン
パ
ー
ル
は
黄
教
ラ
マ
の
僧
院
で
、
丘

陵
の
斜
面
に
［
丘
陵
の
思
ひ
思
ひ
の
と
こ
ろ
に
］
石
灰
を
塗
つ
た
方
形
の

僧
房
が
思
ひ
思
ひ
の
と
こ
ろ
に
［
僧
房
が
］
建
つ
て
ゐ
た
。
石
門
の
前
の

草
原
に
黄
の
衣
を
着
た
ラ
マ
僧
が
五
人
ば
か
り
、
し
や
が
む
と
も
つ
か
ず

坐
る
と
も
つ
か
ぬ
恰
好
で
ぢ
つ
と
し
て
［
恰
好
で
う
ず
く
ま
つ
て
］
ゐ
る
。

な
ん
だ
と
思
つ
た
ら
、
［
な
ん
だ
と
思
つ
た
ら
そ
れ
は
］
排
便
中
の
ポ
ー

ズ
な
の
で
あ
つ
た
。
」
は
、
「
蒙
古
草
原
の

喇
嘛
廟
と
喇
嘛
踊
り
」
に
拠

る
。
す
な
わ
ち
、
前
掲
第
二
に
波
線
で
示
し
た
「
廟
の
建
物
は
、
［
略
］

悉
く
石
灰
で
分
厚
く
塗
ら
れ
た
、
長
方
形
平
面
の
直
線
的
な
建
物
の
一
群

I I 

I I I I 
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だ
が
、」（
二
九
頁
、
赤
傍
線
が
引
か
れ
る
）
や
、「
丘
陵
に
か
こ
ま
れ
て
、

四
角
な
独
立
し
た
僧
房
が
思
ひ
お
も
ひ
の
向
き
向
き
に
点
在
し
て
ゐ
て
、

そ
の
間
を
、
燕
脂
色
の
僧
衣
の
喇
嘛
僧
が
［
略
］
見
下
ろ
せ
る
の
だ
つ
た

が
、
草
原
の
中
に
、
三
々
伍
々
し
や
が
む
と
も
つ
か
ず
座
る
と
も
つ
か
ぬ

恰
好
で
、
ぢ
っ
と
し
て
ゐ
る
喇
嘛
僧
が
見
え
る
。
こ
れ
は
排
便
中
の
ポ
ー

マ
マ

ズ
だ
っ
た
の
だ
。
」
（
三
〇
頁
、
大
部
分
赤
傍
線
が
引
か
れ
る
）
と
あ
る
の

を
用
い
て
い
る
。

第
八
は
、
西
蔵
人
の
服
装
の
説
明
で
あ
る
。
長
い
袖
が
「
食
器
を
拭
く

雑
巾
の
役
も
す
る
。
」
と
い
う
の
は
、
「
蒙
古
草
原
の

喇
嘛
廟
と
喇
嘛
踊

り
」
で
、
「
蒙
古
服
の
長
い
袖
は
、［
略
］
先
づ
そ
の
椀
を
一
撫
で
し
て
拭

く
の
だ
さ
う
だ
が
、
」
（
三
〇
頁
）
に
拠
ろ
う
。

第
九
は
、
ド
ー
ラ
ギ
リ
越
え
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
作
で
は
「
五
月
ま

で
は
吹
雪
で
通
れ
ず
、
六
月
の
末
か
ら
は
雪
が
軟
く
な
つ
て
こ
れ
ま
た
通

れ
な
く
な
る
。
」
。
七
月
末
に
は
雪
が
降
り
出
す
た
め
、
越
え
ら
れ
る
の
は

「
五
月
中
旬
か
ら
六
月
末
ま
で
の
わ
づ
か
［
ま
で
、一
年
の
う
ち
わ
づ
か
］
四マ

マ

週
間
だ
け
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
『
西
蔵
旅
行
記
』
一
四
回
で
六
～
八
月

の
三
ヶ
月
し
か
越
え
ら
れ
な
い
と
す
る
記
事
を
誇
張
し
た
も
の
だ
が
、
実

際
に
踏
ま
え
ら
れ
た
の
は
前
掲
「
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
征
服
の
闘
ひ
」
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
「
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
へ
登
れ
る
の
は
、
僅
か
六
週
間
の
短

期
間
だ
け
で
あ
る
。
五
月
の
初
め
ま
で
は
、
山
の
全
地
域
一
帯
は
、
吹
雪

に
狂
ふ
冬
で
、
全
く
閉
ぢ
こ
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
六
月
の
半
ば
す

ぎ
は
、
イ
ン
ド
の
季
節
風
の
た
め
に
、
［
略
］
雪
と
霙
と
、
解
け
か
ゝ
る

マ
マ

ど
ろ
ど
ろ
の
氷
と
で
死
の
罠
と
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
五
四
頁
、
「
僅

か
六
週
間
の
短
期
間
」
に
赤
傍
線
引
く
）
と
あ
る
。

智
海
の
ド
ー
ラ
ギ
リ
越
え
は
、
『
西
蔵
旅
行
記
』
一
六
回
以
下
の
記
述

に
基
づ
く
。
高
山
ゆ
え
の
呼
吸
困
難
等
は
一
六
回
の
「
雪
山
の
嶮
坂
を
攀

ぢ
登
る
」
に
も
見
え
る
が
、
「
新
西
遊
記
」
が
主
に
基
づ
い
た
の
は
前
掲

「
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
征
服
の
闘
ひ
」
で
あ
り
、
下
記
の
対
応
個
所
の
ほ
と
ん

ど
に
赤
傍
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
新
西
遊
記
」
で

越
え
る
は
ず
の
東
の
雪
鞍
は
な
ほ
半
里
ほ
ど
の
高
さ
で
見
あ
げ
る
や

う
な
上
に
［
や
う
な
と
こ
ろ
に
］
聳
え
て
ゐ
る
。
［
略
］
ち
よ
つ
と

身
体
を
動
か
し
て
も
肺
が
膨
れ
、
心
臓
の
鼓
動
が
あ
ば
れ
だ
す
［
心

臓
が
口
か
ら
と
び
だ
し
さ
う
に
な
る
］
。
雪
を
含
ん
だ
烈
風
が
真
向

に
吹
き
お
ろ
す
の
で
［
吹
き
お
ろ
し
］
、
睫
毛
に
雪
花
が
で
き
て
ひ

と
り
で
に
眼
が
［
雪
花
が
つ
い
て
眼
が
］
ふ
さ
が
つ
て
し
ま
ふ
。
耳

蔽
の
つ
い
た
帽
子
［
帽
子
の
耳
蔽
］
の
な
か
で
呼
気
が
凍
つ
て
堅
い

［
「
堅
い
」
ナ
シ
］
氷
殻
が
で
き
、
そ
れ
が
針
の
や
う
に
頬
を
突
刺

す
。

と
あ
る
前
半
は
、
「
ち
よ
つ
と
体
を
動
か
し
て
も
、
肺
は
膨
れ
あ
が
り
、

心
臓
の
鼓
動
は
激
し
く
な
つ
た
。
山
は
な
ほ
垂
直
二
マ
イ
ル
の
高
さ
で
、

彼
等
の
頭
上
の
空
中
に
聳
え
て
ゐ
た
。
そ
し
て
、
風
と
雪
は
、
猛
り
狂
ふ

颶
風
の
烈
し
さ
で
頂
上
か
ら
吹
き
お
ろ
し
て
ゐ
た
。
」（
五
三
頁
）
に
拠
る
。

ぐ

ふ
う

後
半
は
、
前
掲
ヘ
デ
ィ
ン
「
雪
の
シ
ベ
リ
ア
越
境
」
の
「
私
の
下
睫
毛
に

し
た
ま
つ

げ

小
さ
な
雪
花
が
引
懸
つ
て
ゐ
て
非
常
に
邪
魔
に
な
つ
た
。
［
略
］
北
京
で

買
つ
た
耳

蓋

の
つ
い
た
支
那
式
の
毛
皮
帽
［
略
］
も
長
く
助
け
に
な
ら

み
ゝ
お
ほ
ひ

な
か
つ
た
。
呼
気
が
頸
巻
の
中
で
凍
り
、
頸
巻
の
上
に
は
次
第
に
堅
い
氷

殻
が
張
つ
た
。
」
（
一
三
〇
頁
）
に
拠
る
。

ま
た
、
「
鉛
の
や
う
に
重
い
足
を
ひ
き
ず
り
な
が
ら
」
（
「
新
西
遊
記
」
）

は
、
「
鉛
の
や
う
に
重
い
脚
を
曳
き
ず
り
、
」（
「
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
征
服
の
闘

ひ
」
五
六
頁
）
に
拠
っ
て
い
よ
う
。

「
凍
つ
た
薄
い
空
気
に
や
ら
れ
、
山
に
馴
れ
た
テ
ン
バ
ま
で
が
咳
き
こ

み
だ
し
た
。
」
（
「
新
西
遊
記
」
）
も
、
「
稀
薄
な
凍
つ
た
空
気
に
、
咳
入
り
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且
つ
喘
い
だ
。
」
（
同
五
七
頁
）
に
拠
っ
て
い
る
。

「
空
気
に
飢
え
て
［
飢
ゑ
、
］
い
ま
に
も
窒
息
せ
ん
ば
か
り
。
一
歩
ご

と
に
四
つ
か
ら
十
ぐ
ら
ゐ
呼
吸
し
、
も
の
の
五
歩
も
歩
く
と
、
停
つ
て

［
歩
け
ば
、
い
ち
ど
停
つ
て
］
休
ま
な
い
と
心
臓
が
破
裂
し
さ
う
に
な
る
。

も
の
を
考
へ
る
力
も
判
断
す
る
力
も
な
く
な
つ
て
、
夢
現
の
ま
ま
機
械
の

や
う
に
の
ぼ
つ
て
ゐ
る
と
、
」
（
「
新
西
遊
記
」
）
も
、
「
空
気
に
飢
え
て
窒

息
す
る
ば
か
り
で
あ
つ
た

―
」
（
五
六
頁
）
「
動
い
て
ゐ
る
と
き
は
、
一

歩
ご
と
に
、
四
つ
か
ら
十
ぐ
ら
ゐ
の
呼
吸
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」（
五

七
頁
）「
頭
と
心
臓
は
、［
略
］
今
に
も
文
字
ど
ほ
り
破
裂
し
さ
う
で
あ
る
。
」

（
同
）
「
酸
素
の
欠
乏
で
精
神
も
感
覚
も
駄
目
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
野

心
も
判
断
力
も
意
志
も
消
え
失
せ
た
。
そ
し
て
、
放
心
し
た
者
の
や
う
に
、

た
ゞ
機
械
的
に
前
進
し
た
」
（
五
四
頁
）
に
拠
っ
て
い
る
。

「
手
足
が
痺
れ
て
岩
に
つ
い
た
ま
ま
動
か
な
く
な
つ
た
。
ひ
と
り
で
に

口
が
開
い
て
下
唇
が
ダ
ラ
リ
と
垂
れ
さ
が
り
、
眼
に
は
い
る
も
の
が
み
な

二
重
に
見
え
て
焦
点
が
合
は
な
い
。
す
ぐ
上
に
ザ
ラ
メ
雪
の
切
通
し
が
招

く
や
う
に
光
つ
て
ゐ
る
が
、
体
力
が
尽
き
は
て
て
上
る
も
下
る
も
で
き
な

い
こ
と
に
な
つ
た
。［
略
］
手
を
離
せ
ば
一
万
尺
の
下
へ
逆
落
し
で
あ
る
。

［
略
］
智
海
は
岩
の
出
つ
ぱ
り
に
力
な
く
し
が
み
つ
き
な
が
ら
、
こ
れ
で

も
う
万
事
休
し
た
と
、
心
を
き
め
て
」
（
「
新
西
遊
記
」
）
も
、
「
こ
ゝ
で
万

策
尽
き
果
て
た
。
体
も
頭
も
痺
れ
て
、
手
足
は
動
か
な
く
な
つ
て
、
眼
の

焦
点
が
今
［
「
合
」
の
誤
植
か
］
は
な
く
な
つ
た
。
」
（
同
五
五
頁
）
「
手
も

足
も
痺
れ
、
口
は
大
き
く
開
い
て
垂
れ
さ
が
り
、
」
（
五
四
頁
）
「
物
が
二

重
に
見
え
出
し
、
」
（
五
七
頁
）
「
ざ
ら
め
雪
に
蔽
は
れ
た
谷
へ
出
た
。
一

つ
足
を
辷
ら
せ
ば
、
一
万
フ
ィ
ー
ト
の
ロ
ン
バ
ッ
ク
氷
河
へ
真
つ
逆
に
墜

す
べ

さ
か

ち
る
。
［
略
］
向
ふ
側
の
出
つ
張
り
に
力
な
く
し
が
み
つ
き
な
が
ら
も
は

や
万
事
休
す
と
思
つ
た
。
」（
五
七
頁
）
に
拠
っ
て
い
る
。

本
作
の
工
夫
は
、
世
界
最
高
峰
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
（
八
八
四
八
メ
ー
ト

ル
）
登
山
を
用
い
て
、
ド
ー
ラ
ギ
リ
（
八
一
六
七
メ
ー
ト
ル
の
）
越
え
の

苦
難
を
強
調
し
た
点
に
あ
っ
た
。
な
お
、
以
上
の
対
応
関
係
か
ら
見
て
、

智
海
の
「
大
き
な
子
供
ぐ
ら
ゐ
に
し
か
見
え
な
い
貧
相
な
沙
弥
の
顔
」
は
、

「
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
征
服
の
闘
ひ
」
の
マ
ロ
リ
ー
の
「
ほ
つ
そ
り
と
し
た
痩

せ
型
で
、
子
供
ぢ
み
た
顔
を
し
た
」
（
五
二
頁
）
形
象
を
受
け
継
い
だ
可

能
性
が
高
い
。
「
燃
え
る
が
如
き
精
神
を
持
つ
」
（
同
）
マ
ロ
リ
ー
に
と
っ

て
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
山
が
「
肉
体
よ
り
も
精
神
の
冒
険
で
、
熱
烈
な
信

仰
の
や
う
な
も
の
で
あ
つ
た
。
」
（
同
）
点
も
、
智
海
が
西
蔵
大
蔵
経
を
持

ち
帰
ろ
う
と
し
た
強
い
信
仰
に
重
な
る
（
た
だ
し
、
こ
の
個
所
に
傍
線
な

し
）。第

十
、
「
新
西
遊
記
」
で
語
ら
れ
た
ラ
ッ
サ
市
内
の
町
筋
の
汚
穢
・
泥

濘
は
『
西
蔵
旅
行
記
』
九
〇
回
に
見
え
る
が
、
「
糞
尿
が
流
れ
、
泥
濘
は

膝
を
没
す
る
ば
か
り
。
」
に
当
た
る
描
写
は
見
え
な
い
。
こ
れ
は
、
前
述

ユ
ッ
ク
「
韃
靼
見
聞
記
」
の
「
車
道
は
ど
ろ
ど
ろ
で
汚
物
が
溢
れ
、
泥
濘

膝
を
没
す
る
ば
か
り
、
」
（
七
〇
頁
、
傍
線
引
く
）
に
拠
っ
て
い
よ
う
。

第
十
一
、
和
堂
が
「
石
扉
［
石
の
扉
］
」
を
開
け
て
智
海
を
導
い
た
部

屋
は
、
「
石
室
ひ
ら
く
」
の
千
仏
洞
の
石
室
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
。
「
新

西
遊
記
」
で
、
「
眼
が
暗
さ
に
馴
れ
る
に
つ
れ
、
五
十
畳
敷
ほ
ど
も
あ
ら

う
［
あ
ら
う
か
］
と
思
は
れ
る
ほ
の
暗
い
石
室
の
三
方
の
壁
の
書
棚
に
、

黄
ば
ん
だ
帙
と
朱
塗
の
軸
に
古
代
の
薄
明
を
見
せ
る
経
本
と
経
巻
が
、［
書

棚
に
、
経
本
と
経
巻
が
、
黄
ば
ん
だ
帙
と
朱
塗
の
軸
に
古
代
の
薄
明
を
見

せ
て
］
ギ
ッ
シ
リ
と
天
井
ま
で
［
「
ギ
ッ
シ
リ
と
」
ナ
シ
］
積
み
あ
げ
ら

れ
て
ゐ
る
。
」
、
「
十
巻
づ
つ
勅
訳
の
墨
印
［
黒
印
］
を
捺
し
た
白
布
［
青

い
布
］
に
包
ん
で
」
、
智
海
は
「
陶
然
と
法
悦
に
ひ
た
り
こ
ん
で
」
、
「
十

畳
よ
り
は
や
や
狭
い
、
窓
一
つ
だ
け
あ
る
薄
暗
い
部
屋
の
ま
は
り
の
壁
に
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沿
つ
て
、
何
千
束
と
も
知
れ
ぬ
麻
紙
が
尨
大
な
量
で
［
に
］
積
み
あ
げ
ら

れ
、」
、「
古
代
殻
紙
の
二
間
半
ほ
ど
の
長
さ
の
も
の
［
横
長
の
古
代
殻
紙
］
」

な
ど
と
あ
る
は
、
「
石
室
ひ
ら
く
」
の
次
の
個
所
に
拠
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
「
目
が
暗
さ
に
な
れ
る
に
つ
れ
て
、
そ
こ
の
八
畳
敷
位
も
あ
ら
う

と
思
は
れ
る
密
室
の
中
に
は
、
天
井
ま
で
届
く
程
古
文
書
の
堆
き
山
又
山

が
仄
仄
と
見
え
て
来
た
。
ペ
リ
オ
は
思
は
ず
歓
声
を
あ
げ
て
、
」（
二
五
頁
、

多
く
赤
傍
線
が
引
か
れ
る
）
、「
経
巻
は
十
本
位
づ
ゝ
一
束
に
く
ゝ
ら
れ
て
、

多
く
は
風
呂
敷
様
の
布
切
れ
に
包
ま
れ
て
ゐ
る
の
だ
が
、
［
略
］
こ
ゝ
の

古
寺
の
墨
印
が
ス
タ
ン
プ
さ
れ
て
居
る
」
「
殻
紙
や
麻
紙
の
ゴ
ワ
〳
〵
の

古
代
経
巻
」
（
二
六
頁
）
な
ど
と
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
久
生
十
蘭
は
西
蔵
関
係
以
外
の
文
献
も
積
極
的
に
援

用
し
、
本
作
中
に
嵌
め
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
虚
構
の
西
蔵
像
を
作
り
上

げ
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
「
新
西
遊
記
」
で
使
わ
れ
た
の
は
上
記
切
り
抜
き
資
料
だ

け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
新
た
に
、
福
島
中
佐
の
シ
ベ
リ
ア
単
騎
旅
行

を
扱
っ
た
寺
島
柾
史
『
馬
蹄
一
万
五
千
粁
』
（
昭
和
十
八
年
七
月
青
葉
書

房
）
「
一
、
四
人
の
旅
行
家
」
を
追
補
し
た
い
。

「
新
西
遊
記
」
冒
頭
近
く
で
語
り
手
は
、
岡
本
監
輔
・
福
島
中
佐
・
郡

司
大
尉
・
野
中
至
夫
妻
ら
「
進
ん
で
国
家
的
な
事
業
に
身
を
捧
げ
よ
う
と

い
ふ
受
難
者
型
の
日
本
人
［
受
難
者
型
の
タ
イ
プ
］
」
か
ら
、
特
に
玉
井

喜
作
と
山
口
智
海
の
行
動
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

た
だ
し
初
出
で
は
、
そ
の
前
に
「
片
岡
侍
従
の
千
島
差
遣
」
が
言
及
さ

れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
『
馬
蹄
一
万
五
千
粁
』
で
、
ロ
シ
ア
の
東
方
政
策

に
注
意
し
て
い
た
明
治
天
皇
が
「
千
島
探
討
ノ
事
」
と
い
う
「
御
沙
汰
」

を
示
し
、
「
明
治
二
十
三
年
に
、
片
岡
利
和
侍
従
を
、
と
ほ
く
占
守
島
に

御
差
遣
に
な
」
っ
た
（
十
二
頁
）
話
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
御
沙
汰
」

本
文
に
つ
い
て
、『
馬
蹄
一
万
五
千
粁
』
と
「
新
西
遊
記
」
の
間
に
は
、「
朕
」

→
削
除
、「
之
カ
任
」
→
「
ソ
ノ
任
」
、「
唯
利
和
」
→
「
汝

利
和
」
、「
朕

実
ニ
」
→
削
除
、
「
汝
能
ク
」
→
「
汝
」
な
ど
軽
微
な
異
同
（
一
字
空
き

や
読
点
の
異
同
を
除
く
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
久
生
十
蘭
に
よ
る
改
変
で

あ
ろ
う
。

続
い
て
「
新
西
遊
記
」
初
出
で
は
、
「
明
治
天
皇
か
ら
か
う
い
ふ
御
沙

汰
を
受
け
る
と
、
風
に
も
耐
え
ぬ
大
宮
人
の
片
岡
利
和
は
、
と
る
も
の
も

と
り
あ
へ
ず
千
島
へ
行
つ
て
占
守
島
で
冬
籠
り
を
し
、
随
員
、
多
羅
尾
忠

郎
の
「
千
島
探
検
実
記
」
を
上
書
し
た
が
、
侍
従
の
千
島
差
遣
が
国
民
を

マ
マ

感
動
さ
せ
た
こ
と
は
非
常
な
も
の
で
、
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
『
馬
蹄
一
万

五
千
粁
』
で
、
続
く
「
こ
れ
が
、
片
岡
侍
従
に
賜
つ
た
御
沙
汰
で
あ
つ
た
。

片
岡
侍
従
は
、
御
沙
汰
を
拝
す
る
や
感
激
し
、
直
に
千
島
に
赴
き
、
占
守

島
に
冬
籠
り
し
、
詳
に
そ
の
状
況
を
探
り
、
随
行
員
多
羅
尾
忠
郎
を
し
て

『
千
島
探
検
実
紀
』
を
書
か
せ
、
こ
れ
を
上
書
し
た
。
／
片
岡
侍
従
の
千

島
御
差
遣
が
、
わ
が
四
千
万
国
民
を
感
動
せ
し
め
た
の
は
い
ふ
ま
で
も
な

く
、
」
（
十
二
頁
）
に
拠
っ
て
い
る
。
「
新
西
遊
記
」
定
稿
で
片
岡
侍
従
の

話
を
削
っ
た
の
は
、
く
ど
く
な
る
の
を
避
け
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

「
新
西
遊
記
」
定
稿
は
、
「
岡
本
監
輔
の
千
島
義
会
の
結
成
」
「
福
島
中

佐
の
シ
ベ
リ
ア
騎
馬
横
断
、
郡
司
大
尉
の
千
島
探
検
、
野
中
至
夫
妻
の
富

士
山
頂
の
気
象
観
測
」
を
挙
げ
る
。
『
馬
蹄
一
万
五
千
粁
』
で
は
「
岡
本

監
輔
が
千
島
義
会
を
興
し
、
郡
司
成
忠
が
報
効
義
会
を
組
織
し
、
千
島
へ

移
住
を
試
み
た
等
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
」（
十
二
頁
）
と
あ
る
だ
け
だ
が
、

本
書
の
主
眼
は
福
島
中
佐
の
シ
ベ
リ
ア
単
騎
旅
行
だ
っ
た
か
ら
、
「
新
西

遊
記
」
で
こ
れ
を
加
え
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
野
中
至
夫
妻

の
富
士
山
頂
の
気
象
観
測
（
明
治
二
十
八
年
）
は
『
馬
蹄
一
万
五
千
粁
』
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に
言
及
が
な
く
、
別
途
参
照
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
「
新
西
遊
記
」
の
「
玉
井
喜
作
は
山
口
県
三
井
村
出
身
と
い
ふ

ほ
か
、
す
こ
し
も
経
歴
が
［
ほ
か
、
経
歴
は
な
に
ひ
と
つ
］
知
ら
れ
て
ゐ

な
い
。
」
も
、
『
馬
蹄
一
万
五
千
粁
』
の
「
玉
井
喜
作
は
、
山
口
県
三
井
村

の
出
身
で
あ
る
と
い
ふ
だ
け
で
、
そ
の
経
歴
は
わ
か
ら
ぬ
し
、
」（
十
五
頁
）

に
拠
る
。

さ
ら
に
、
「
新
西
遊
記
」
で
、
玉
井
が
郡
司
大
尉
の
出
発
か
ら
十
ヶ
月

遅
れ
、
「
福
島
中
佐
が
単
騎
旅
行
を
終
へ
よ
う
と
す
る
明
治
廿
六
年
の
十

二
月
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
ロ
シ
ア
人
の
茶
の
隊
商
に
加
は
り
、
福
島
中
佐

と
逆
コ
ー
ス
を
と
つ
て
シ
ベ
リ
ア
徒
歩
横
断
の
旅
行
に
の
ぼ
つ
た
。
」
、「
玉

井
喜
作
は
最
後
ま
で
隊
商
か
ら
離
れ
ず
、
歌
に
も
う
た
へ
な
い
や
う
な
一

万
五
千
粁
の
旅
行
を
つ
づ
け
、
翌
々
、
廿
八
年
の
二
月
に
独
逸
へ
入
り
、

ベ
ル
リ
ン
でK

araw
anen-R

eise
in
S
ibilien

（
「
西
比
亜
［
西
比
利
亜
］

征
槎
旅
行
」
）
と
い
ふ
本
を
刊
行
し
た
。
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
か
ら
ト
ム
ス
ク

ま
で
の
千
八
百
粁
の
見
事
な
素
描
は
、」
云
々
と
あ
る
の
は
、
『
馬
蹄
一
万

五
千
粁
』
の
以
下
の
部
分
を
取
り
合
わ
せ
た
も
の
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

「
明
治
二
十
五
年
十
一
月
、
下
関
か
ら
船
で
朝
鮮
に
渡
り
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ツ
ク
に
行
き
、
［
略
］
あ
く
る
二
十
六
年
の
暮
、
福
島
中
佐
が
単
騎
旅

行
を
終
り
、
郡
司
大
尉
が
占
守
の
越
年
生
活
に
入
つ
た
こ
ろ
、
イ
ル
ク
ー

ツ
ク
を
出
発
し
、
明
治
二
十
七
年
二
月
六
日
、
一
万
五
千
キ
ロ
の
横
断
旅

行
を
終
つ
た
の
だ
が
、
こ
の
あ
ひ
だ
、
あ
る
と
き
は
徒
歩
で
、
あ
る
と
き

は
馬
車
を
駆
り
、
あ
る
と
き
は
橇
に
乗
り
、
あ
る
と
き
は
舟
便
を
求
め
、

そ
り

寒
気
と
、
饑
餓
と
、
絶
望
の
長
旅
は
続
け
ら
れ
た
」
（
十
六
頁
）
、
「
単
身

支
那
茶
の
隊
商
に
加
は
つ
て
、
福
島
中
佐
と
は
逆
コ
ー
ス
を
と
り
、
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ツ
ク
か
ら
、
ベ
ル
リ
ン
ま
で
の
一
万
五
千
キ
ロ
を
、
一
年
半
の

日
子
を
費
し
て
踏
破
し
た
」
（
十
五
頁
）
、
「
中
佐
が
、［
略
］
明
治
二
十
六

年
六
月
十
二
日
、
長
途
の
単
騎
旅
行
を
終
つ
た
こ
ろ
、
漂
浪
の
旅
人
玉
井

喜
作
は
、
そ
の
逆
コ
ー
ス
を
、
な
ほ
も
困
難
な
旅
を
続
け
て
ゐ
た
し
、」（
二

十
頁
）
、
「
西
暦
一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
年
）
に
、
ド
イ
ツ
の
首
都
ベ

ル
リ
ン
で
『
西
比
利
亜
征
槎
紀
行
』
（K

araw
anen-R

eise
in
Sibirien

）

と
い
ふ
書
物
が
刊
行
さ
れ
た
。
」
（
十
五
頁
）
、
「
彼
の
著
書
『
西
比
利
亜
征

槎
紀
行
』
は
、
こ
の
一
年
半
に
近
い
困
難
な
長
旅
の
う
ち
、
も
つ
と
も
ロ

マ
ン
チ
ツ
ク
で
変
化
に
富
み
、
辛
苦
を
嘗
め
た
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
か
ら
ト
ム

ス
ク
ま
で
の
、
千
八
百
キ
ロ
を
三
十
日
間
で
踏
破
し
た
日
誌
を
あ
つ
め
た

も
の
で
、」（
十
六
頁
）
、「
茶
を
わ
か
す
こ
と
は
ロ
シ
ア
人
の
習
性
上
、［
略
］

最
も
大
切
な
仕
事
な
の
で
あ
る
。
」
（
十
九
頁
）
な
ど
と
あ
る
。
相
違
す
る

傍
線
部
分
の
う
ち
、
明
治
二
十
八
年
二
月
着
と
し
た
の
は
、
二
十
六
年
暮

か
ら
数
え
て
一
年
半
近
く
と
し
た
た
め
だ
ろ
う
が
、
二
十
五
年
十
一
月
か

ら
数
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
し
、「
紀
行
」
を
「
旅
行
」
、Sibirien

をS
ibilien

と
し
た
の
も
誤
記
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
実
際
に
は
馬
車
や
橇
・
舟
を

利
用
し
た
の
に
、
徒
歩
だ
け
の
横
断
と
改
め
た
の
は
、
玉
井
の
旅
の
苛
酷

さ
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
、
「
新
西
遊
記
」
の
玉
井
が
「
そ
の
本
の
序
文
で
、
「
汽
船
の
船

室
に
閉
ぢ
こ
も
つ
て
欧
羅
巴
へ
行
く
の
は
月
並
だ
か
ら
、
わ
ざ
と
か
う
い

ふ
道
を
え
ら
ん
だ
ま
で
」
な
ど
と
［
ま
で
」
と
］
い
つ
て
ゐ
る
が
、
」
も
、

『
馬
蹄
一
万
五
千
粁
』
の
「
彼
は
、
そ
の
書
物
の
序
文
の
う
ち
で
、
『
汽

船
の
船
室
に
閉
ぢ
こ
も
つ
て
、ヨ
ー
ロ
ツ
パ
へ
行
く
の
は
つ
ま
ら
ぬ
か
ら
』

と
て
、
シ
ベ
リ
ア
横
断
の
道
を
選
ん
だ
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
」
（
十
五

頁
）
に
拠
っ
て
い
る
。
本
書
の
邦
訳
『
世
界
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
全
集
』

（
昭
和
三
十
八
年
十
月
筑
摩
書
房
）
所
収
『
シ
ベ
リ
ア
隊
商
紀
行
』（
小

47林
健
祐
訳
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
部
分
は

だ
が
、
イ
ン
ド
経
由
や
ア
メ
リ
カ
経
由
の
平
凡
な
道
は
と
ら
な
か
っ

l 
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た
。
今
日
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
、
客
間
つ
き
の
快
適
な
汽
船
に
は

乗
ら
な
か
っ
た
。
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
一
人
で
、
旅
の
日
的
地
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
で
あ
る
ベ
ル
リ
ン
を
は
っ
き
り
念
頭
に
お
き
な

が
ら
、
シ
ベ
リ
ア
と
ロ
シ
ア
を
経
由
し
て
旅
行
し
た
の
で
あ
る
。

で
あ
っ
た
。
久
生
十
蘭
が
原
文
に
拠
っ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

実
際
「
新
西
遊
記
」
で
は
、
シ
ベ
リ
ア
経
由
の
茶
の
隊
商
の
旅
行
に
つ

い
て
、
寒
気
や
飢
饉
の
ほ
か
、
「
プ
ル
ガ
（
暴
風
雪
）
、
狼
群
、
流
賊
と
の

戦
争
、
ペ
ス
ト
、
」
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
厄
を
伴
っ
た
と
し
、
ま
た
四
百
五

十
名
か
ら
な
る
隊
商
一
行
の
人
数
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
境
に
着
い
た
と
き
に

は
三
分
の
一
に
な
っ
て
い
た
と
し
、
本
書
が
「
独
逸
地
理
学
協
会
の
紀
行

文
庫
へ
収
録
さ
れ
た
」
な
ど
と
し
て
い
る
が
、
『
シ
ベ
リ
ア
隊
商
紀
行
』

に
こ
う
し
た
記
述
は
見
え
な
い
。
な
お
、
『
馬
蹄
一
万
五
千
粁
』
十
七
頁

で
言
及
さ
れ
た
加
納
一
郎
「
玉
井
喜
作
の
シ
ベ
リ
ア
紀
行
」
（
昭
和
十
六

年
二
月
「
北
方
研
究
」

）
に
よ
れ
ば
、
橇
は
二
二
五
台
、
馬
は
二
四
〇

4

頭
、
馭
者
は
四
十
五
人
で
あ
る
。

二
、
「
湖
畔
」

―
『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
「
明
治
開
化
期
文

学
集
」
ほ
か

―

「
湖
畔
」
は
昭
和
十
二
年
五
月
「
文
芸
」
に
発
表
さ
れ
、
の
ち
昭
和
二

十
七
年
四
月
「
オ
ー
ル
読
物
」
に
直
木
賞
受
賞
第
一
作
と
し
て
再
掲
載
（
以

下
「
再
掲
」
と
略
）
、
さ
ら
に
『
う
す
ゆ
き
抄
』（
前
掲
）
に
収
録
さ
れ
た

（
定
稿
）。
以
下
で
は
、
「
湖
畔
」
中
の
字
句
や
奥
平
の
経
歴
に
つ
い
て
、

『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
第
一
篇
「
明
治
開
化
期
文
学
集
」
（
昭
和
六
年

一
月
改
造
社
）
に
拠
っ
た
こ
と
な
ど
を
追
補
し
た
い
。

ま
ず
本
作
冒
頭
部
に
、
「
惟
ふ
に
俺
の
［
い
づ
れ
貴
様
も
諒
解
す
る
こ

と
と
思
ふ
が
、
俺
の
］
四
十
年
の
人
生
は
宛
も
旧
道
徳
と
封
建
思
想
の
圏
囲

ケ
ン

イ

内
を
彷
徨
す
る
イ
ル
ン
シ
ョ
ー
製
「
ク
ロ
ノ
メ
ー
ト
ル
」
の
指
針
の
如
き

も
の
で
」
と
あ
る
。
こ
の
「
イ
ル
ン
シ
ョ
ー
製
「
ク
ロ
ノ
メ
ー
ト
ル
」
」

は
、
ヴ
ェ
ル
ヌ
原
著
・
川
島
忠
之
助
訳
『

八
十
日
間
世
界
一
周
』
第
二

説新

回
（
元
版
前
編
は
明
治
十
一
年
六
月
発
行
）
で
、
パ
ス
パ
ル
ツ
ー
が
主
人

フ

グ
の
人
と
な
り
を
「

恰

モ
ル
ロ
イ
或
ハ
イ
ル
ン
シ
ョ
ー
精
製
「
ク

あ
た
か

ヲ
ツ

ロ
ノ
メ
ー
ト
ル
」
ニ
似
タ
リ
」（
「
明
治
開
化
期
文
学
集
」
四
〇
頁
。
引
用

文
の
傍
線
マ
マ
）
と
喩
え
る
の
に
拠
っ
て
い
よ
う
。「
ク
ロ
ノ
メ
ー
ト
ル
」

は
精
密
な
懐
中
時
計
、
「
イ
ル
ン
シ
ョ
ー
」
（E

arnshaw
,1749~1829

）
は

高
名
な
時
計
職
人
の
名
で
あ
る
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編

『
翻

15

訳
小
説
集

二
』
脚
注
、
二
〇
〇
二
年
一
月
岩
波
書
店
）
。
性
格
や
人
生

を
ク
ロ
ノ
メ
ー
ト
ル
に
喩
え
て
い
る
点
も
共
通
す
る
。

次
に
主
人
公
奥
平
の
経
歴
に
つ
い
て
。
奥
平
は
、
英
国
の
「
ウ

ー
ル

ヲ

［
ウ
ォ
ー
ル
］
ミ
ン
ス
タ
ー
の
グ
ラ
ン
マ
―
、
ス
ク
ー
ル
に
入
り
、
そ
の

後
龍
動
［
倫
敦
］
の
ユ
ニ
ヴ
ア
ー
シ
チ
ー
、
カ
ー
レ
ッ
ヂ
［
カ
レ
ッ
ヂ
］

ロ
ン
ド
ン

ロ
ン
ド
ン

の
法
科
に
入
ッ
た
［
へ
移
つ
た
］
。
」
と
い
う
。
こ
れ
も
前
掲
「
明
治
開
化

期
文
学
集
」
巻
末
「
諸
家
年
譜
」
「
馬
場
辰
猪
」
中
、
明
治
四
年
「
三
月

ウ

ー
ル
ミ
ン
ス
タ
ー
の
グ
ラ
ン
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
入
る
。
／
八
月
倫
敦

ヲ
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
チ
ー
、
カ
ー
レ
ツ
ヂ
の
理
科
に
入
る
。
」（
六
〇
三
頁
）
を

下
敷
き
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
項
に
は
、

馬
場
が
「
福
沢
諭
吉
の
奥
平
邸
の
塾
に
入
る
。
」
、
同
「
諸
家
年
譜
」
「
福

沢
諭
吉
」
（
五
九
八
～
五
九
九
頁
）
に
も
、
福
沢
が
天
保
五
年
（
一
八
三

四
）「
中
津
奥
平
藩
倉
屋
敷
に
生
る
。
」
と
あ
る
。
こ
の
「
奥
平
藩
」
と
は
、

豊
前
国
中
津
藩
（
十
万
石
）
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
安
政
元
年
（
一

八
五
四
）
「
同
藩
奥
平
壱
岐
を
た
よ
り
」
、
安
政
五
年
「
鉄
砲
洲
奥
平
中
屋

敷
に
て
」
な
ど
と
も
あ
る
。
「
湖
畔
」
の
「
奥
平
」
の
名
は
こ
れ
ら
に
基
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づ
く
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
作
で
「
文
久
元
年
幕
府
の
［
文
久
元
年
の
］
遣

欧
使
節
に
加
つ
て
渡
欧
し
た
」
奥
平
の
父
の
経
歴
は
、
福
沢
が
「
文
久
元

年
［
一
八
六
一
］

幕
府
の
遣
欧
使
節
の
一
行
に
加
は
り
［
略
］
仏
、
英
、

蘭
、
普
、
露
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
諸
国
を
歴
遊
」
し
た
の
に
拠
っ
て
い
よ
う

（
竹
内
下
野
守
を
正
使
と
す
る
遣
欧
使
節
の
一
行
中
に
「
奥
平
」
姓
は
い

な
い
）。
「
湖
畔
」
の
奥
平
が
「
時
事
新
報
」
に
論
文
を
投
じ
た
の
も
、
同

「
福
沢
諭
吉
」
年
譜
の
「
明
治
十
五
年

「
時
事
新
報
」
創
刊
。
」
に
因

む
だ
ろ
う
。

第
三
に
、
陶
を
殺
し
損
ね
た
奥
平
が
ボ
ー
ト
で
湖
上
を
漕
ぎ
渡
る
場
面

の
叙
景
、
「
十
日
月
は
［
が
］
涓
々
と
湖
上
に
照
り
、」
の
「
涓
々
」
も
、

ヅ
キ

前
掲
「
明
治
開
化
期
文
学
集
」
所
収
の
東
海
散
士
『
佳
人
之
奇
遇
』
巻
十

二
（
元
版
は
明
治
三
十
年
七
月
博
文
堂
）
に
拠
っ
て
い
よ
う
。
作
中
の
石

版
刷
挿
画
（
二
七
五
頁
）
に
「
懐
君
半
夜
未
成
眠
明
月
涓
涓
水
一
天
」
云

々
の
詩
句
が
見
え
、
同
頁
本
文
中
に
も
こ
の
詩
句
が
あ
る
。
「
涓
々
」
は

水
が
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
流
れ
る
さ
ま
で
あ
り
、
月
光
の
清
く
明
る
い
さ
ま

な
ら
「
娟
々
」
が
相
応
し
い
が
、
こ
の
誤
用
は
『
佳
人
之
奇
遇
』
に
依
拠

し
た
た
め
だ
ろ
う
。
な
お
、
高
木
が
「
費
府
大
学
」
で
免
状
を
取
っ
た
と

い
う
「
状
師
」
（
代
言
人
・
弁
護
士
の
意
）
も
、「
明
治
開
化
期
文
学
集
」

所
収
の
「
緑
蓑
談
」
（
元
版
明
治
十
九
年
十
月
）
中
に
複
数
用
例
が
見
え

る
（
三
九
〇
頁
な
ど
）。

拙
稿
「
恋
愛
小
説
と
し
て
の
〝
湖
畔
〟

―
久
生
十
蘭
論

―
」（
一

I

九
九
三
年
一
月
世
界
思
想
社
『
女
と
愛
と
文
学
』
所
収
）
で
は
、
『
佳
人

之
奇
遇
』
や
成
島
柳
北
『
柳
橋
新
誌
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
『
現
代
日
本

文
学
全
集
』
「
明
治
開
化
期
文
学
集
」
を
参
照
し
て
い
た
が
、
久
生
十
蘭

は
確
か
に
こ
れ
を
用
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
「
湖
畔
」
の
奥
平
は
「
慶
応
二
年
［
慶
応
二
年
正
月
］
、
奥
平
正

高
の
継
嗣
と
し
て
長
坂
、
松
山
城
内
［
長
坂
松
山
城
内
］
で
出
生
し
た
［
生

れ
た
］。
」
と
さ
れ
、
陶
と
出
会
っ
た
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
は

伯
爵
で
あ
っ
た
。
前
述
福
沢
諭
吉
の
生
ま
れ
た
中
津
奥
平
藩
藩
主
は
、「
明

治
二
年
に
至
り
、
華
族
に
列
し
伯
爵
を
授
け
ら
れ
た
。
」
（
平
凡
社
『
大
百

科
事
典
』
第
四
巻
［
昭
和
七
年
三
月
、
新
装
版
昭
和
十
二
年
三
月
］
「
奥

平
氏
」
）
。
慶
応
二
年
当
時
の
藩
主
は
奥
平
昌
服
、
明
治
二
年
は
昌
邁
で
あ

ま
さ
も
と

ま
さ
ゆ
き

る
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
読
史
備
要
』
［
昭
和
八
年
七
月
内
外
書

籍
株
式
会
社
］
「
大
名
一
覧
」
［
四
九
二
頁
］
、
前
掲
『
大
百
科
事
典
』
「
奥

平
氏
」
、
橋
本
博
編
『
大
武
鑑
』
十
一
［
昭
和
十
一
年
十
月
大
洽
社
］
慶

応
二
年
「
奥
平
大
膳
大
夫
」［
八
頁
］
）
。「
奥
平
正
高
」
に
類
似
し
た
名
は
、

文
化
十
年
［
一
八
一
三
］
の
藩
主
「
奥
平
昌
高
」
（
『
読
史
備
要
』
四
九
二

頁
）
で
、
こ
の
名
は
『
大
百
科
事
典
』「
奥
平
氏
」
の
系
図
に
も
見
え
る
。

伯
爵
と
い
う
爵
位
の
一
致
、
正
高
・
昌
高
と
い
う
名
の
類
似
か
ら
、
久
生

十
蘭
は
上
記
の
よ
う
な
文
献
を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
湖
畔
」
の

奥
平
に
近
い
の
は
、
前
述
の
昌
邁
（
安
政
二
年
～
明
治
十
七
年
［
昭
和
五

十
九
年
九
月
新
人
物
往
来
社
『
日
本
史
総
覧
』

、
九
七
頁
］
）
の
子
昌
恭

ま
さ
や
す

V

（
『
大
百
科
事
典
』
「
奥
平
氏
」
）
だ
が
、
本
作
の
奥
平
と
は
生
年
も
経
歴

も
一
致
し
な
い
。
昌
恭
は
明
治
十
年
生
ま
れ
、
明
治
十
八
年
家
督
相
続
し

伯
爵
を
襲
爵
。
明
治
四
十
二
年
欧
米
を
漫
遊
、
の
ち
貴
族
院
議
員
と
な
り
、

実
業
界
で
活
動
、
銃
猟
投
網
等
が
趣
味
（
以
上
、
昭
和
十
二
年
三
月
人
事

興
信
所
『
第
十
一
版

人
事
興
信
録
』
オ
三
二
〇
頁
）
。
昭
和
十
八
年
十

月
の
第
十
四
版
に
も
記
載
が
あ
る
が
、
昭
和
二
十
三
年
九
月
の
第
十
五
版

に
は
見
え
な
い
。
昌
恭
は
昭
和
二
十
三
年
五
月
没
（
『

昭
和

新
修

華
族
家
系
大
成
』

上
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
霞
会
館
）
。
華
族
制
度
の
存
続
し
て
い
る
昭
和

十
二
年
に
発
表
さ
れ
た
「
湖
畔
」
で
は
、
奥
平
家
へ
の
遠
慮
か
ら
、
あ
え

て
経
歴
を
ぼ
か
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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陶
は
、
奥
平
と
出
会
っ
た
明
治
三
十
五
年
初
夏
に
桜
井
女
学
校
の
四
年

だ
っ
た
と
い
う
。
桜
井
女
学
校
は
、
桜
井
ち
か
が
明
治
九
年
に
創
立
し
、

矢
嶋
楫
子
が
校
長
代
理
を
務
め
た
女
学
校
を
指
す
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

明
治
二
十
三
年
に
新
栄
女
学
校
と
合
併
し
、
女
子
学
院
と
校
名
を
変
更
し

た
た
め
、
歴
史
的
に
見
て
適
切
で
は
な
い
。

明
治
三
十
六
年
九
月
、
日
露
開
戦
が
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
た
奥
平
は
、

名
声
を
博
そ
う
と
「
広
野
［
再
掲
「
広
野
」
、
定
稿
「
河
野
」
］
等
の
対
露

コ
ウ

ノ

か
う

の

同
志
会
」
と
呼
応
し
、
開
戦
論
を
唱
え
た
。
対
露
同
志
会
と
は
、
明
治
三

十
六
年
八
月
九
日
神
鞭
知
常
ら
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
対
外
硬
団
体
で
、

こ
う
む
ち
と
も
つ
ね

対
露
強
硬
を
唱
え
開
戦
論
を
主
張
し
た
。
会
長
近
衛
篤
麿
、
会
員
佐
々
友

房
・
頭
山
満
・
小
川
平
吉
・
柴
四
朗
ら
。
単
行
本
の
「
河
野
」
は
河
野
広

中
ら
し
い
（
初
出
・
再
掲
「
広
野
」
は
「
河
野
広
中
」
か
ら
の
誤
記
ま
た

は
意
図
的
な
改
変
か
）
。
『
東
亞
先
覚
志
士
記
伝
』
上
（
昭
和
八
年
十
二
月

黒
龍
会
出
版
部
、
昭
和
十
年
八
月
三
版
）「
四
九

対
露
同
志
会
の
奮
起
」

等
に
、
明
治
三
十
六
年
の
対
露
同
志
会
結
成
、
頭
山
満
と
河
野
広
中
ら
の

活
動
が
概
観
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
八
年
九
月
五
日
、
日
露
戦
争
講
和

条
約
（
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
）
に
反
対
す
る
対
露
同
志
会
な
ど
が
日
比
谷
公

園
で
国
民
大
会
を
開
催
し
た
際
、
河
野
は
座
長
と
し
て
講
和
条
約
破
棄
決

議
な
ど
を
採
択
し
た
が
、
民
衆
は
警
官
隊
と
衝
突
し
て
暴
徒
化
し
、
各
所

を
襲
う
日
比
谷
焼
打
ち
事
件
と
な
っ
た
（
同
書
「
六
〇

日
露
講
和
条
約

反
対
運
動
」
）
。
し
か
し
、
「
湖
畔
」
の
明
治
三
十
六
年
段
階
で
河
野
を
対

露
同
志
会
の
筆
頭
に
挙
げ
る
の
は
違
和
感
が
あ
る
。

姦
通
し
た
陶
を
殺
害
し
た
奥
平
は
、
精
神
鑑
定
の
結
果
「
残
欠
性
治
癒

［
残
欠
治
癒
］」
と
鑑
定
さ
れ
、
「
責
任
無
能
者
」
と
し
て
「
不
論
罪
」
の

判
決
を
受
け
出
獄
す
る
。
本
作
冒
頭
部
の
「D

efectheilung

（
＊
残
欠
性

治
癒
）
」
の
ス
ペ
ル
は
「D

efektheilung

」
が
正
し
い
。
例
え
ば
、
神
田

豊
穂
『
現
代
医
学
大
辞
典
』

「
精
神
病
科
学
篇
」
（
昭
和
五
年
四
月
春

23

秋
社
）
に
「
残
欠
性
治
癒
［
略
］

D
efektheilung

／
「
欠
陥
治
癒
」
の

項
を
見
よ
。
」
（
六
六
頁
）
、
「
欠
陥
治
癒
［
略
］

D
efektheilung

／
欠
陥

治
癒
と
は
強
劇
重
難
な
精
神
障
礙
は
去
つ
た
が
精
神
生
活
は
十
分
完
備
し

た
と
は
い
へ
ず
、
ま
だ
多
少
の
欠
陥
が
残
つ
て
ゐ
る
も
の
を
い
ふ
の
で
あ

る
。
症
状
は
一
般
に
減
退
し
て
感
情
は
沈
静
に
て
均
同
に
な
り
、
妄
覚
、

妄
想
は
次
第
に
消
滅
し
て
来
る
が
、
精
神
の
作
能
力
及
び
抵
抗
力
は
ま
だ

減
弱
し
て
居
て
、
所
謂
精
神
薄
弱
は
多
少
著
明
に
な
つ
て
居
る
。
」
（
四
四

頁
）
云
々
と
あ
る
。
た
だ
し
、
呉
秀
三
『
精
神
病
学
集
要

前
編
』
（
大

正
五
年
三
月
第
二
版
吐
鳳
堂
書
店
、
初
版
明
治
二
十
七
年
九
月
）
一
一
八

頁
や
三
宅
鉱
一
・
松
本
高
三
郎
『
精
神
病
診
断
及
治
療
学

上
』
（
明
治

四
十
三
年
一
月
増
訂
再
版
、
南
光
堂
書
店
）
四
四
五
頁
に
は
「
残
欠
性
治

．
．
．
．

癒

D
efectheilung

」
の
例
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
参
照
し
た
こ
と
が
考
え

．ら
れ
る
。

三
、
「
白
雪
姫
」

―
「
屍
体
を
運
ぶ
氷
河
」
「
夜
の
鶯
」

―

「
白
雪
姫
」
（
昭
和
二
十
六
年
七
月
「
オ
ー
ル
読
物
」
、
ノ
チ
昭
和
三
十

年
十
月
新
潮
社
『
母
子
像
』
所
収
）
に
関
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
・
イ
リ
ン
グ

ワ
ー
ス
「
屍
体
を
運
ぶ
氷
河
」
（
昭
和
二
十
五
年
三
月
「
カ
ト
リ
ッ
ク

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
）
を
追
補
し
た
い
。

「
白
雪
姫
」
末
尾
で
「
ハ
ナ
が
天
然
の
氷
室
に
包
蔵
さ
れ
た
ま
ま
、［
さ

れ
て
］
幻
想
的
な
旅
行
を
は
じ
め
た
」
と
い
う
発
想
は
、
「
屍
体
を
運
ぶ

氷
河
」
で
、
一
八
六
五
年
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
初
登
頂
後
に
墜
落
死
し
た
フ

ラ
ン
シ
ス
・
ダ
グ
ラ
ス
卿
が
氷
河
に
運
ば
れ
て
「
長
い
旅
行
を
し
た
」
と

か
、
雪
崩
で
氷
河
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ア
ー
ク
ラ
イ
ト
大
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尉
の
「
氷
の
下
の
旅
行
が
は
じ
ま
つ
た
」
な
ど
と
類
似
す
る
。
ま
た
、
本

作
末
尾
で
阿
曾
が
ク
レ
ヴ
ァ
ス
の
そ
ば
に
「
小
さ
な
山
小
屋
」
を
建
て
、

ハ
ナ
の
死
体
が
「
氷
河
の
左
岸
に
浮
き
あ
が
る
」
の
を
待
つ
の
も
、
ア
ー

ク
ラ
イ
ト
大
尉
の
「
妹
が
兄
の
死
体
を
グ
ラ
ン
ド
・
ミ
ュ
レ
の
山
小
屋
で

待
つ
て
い
た
。
死
体
は
［
略
］
ボ
ッ
ソ
ン
氷
河
の
左
岸
に
浮
ぶ
こ
と
に
な

つ
て
い
た
。
」
と
あ
る
の
と
類
似
す
る
。
さ
ら
に
、
新
婚
旅
行
で
雪
の
橋

が
崩
れ
、
氷
河
の
割
れ
目
に
落
ち
た
ハ
ナ
の
死
体
を
二
十
二
年
後
に
見
出

す
の
も
、
「
新
婚
旅
行
」
の
際
「
橋
が
崩
れ
て
氷
河
の
割
目
に
お
ち
こ
ん

で
し
ま
つ
た
」
夫
の
死
体
を
二
十
一
年
後
に
回
収
し
た
ウ
エ
ブ
ス
タ
ー
夫

人
の
話
と
類
似
す
る
。
加
え
て
、
阿
曾
が
「
氷
河
の
移
動
を
研
究
し
て
ゐ

た
フ
ー
ギ
博
士
の
故
智
［
方
法
］
に
な
ら
つ
」
て
小
屋
を
建
て
た
と
い
う

の
も
、
「
屍
体
を
運
ぶ
氷
河
」
の
「
氷
河
学
者
と
し
て
の
先
人
は
フ
ー
ギ

博
士
で
あ
る
。
」
に
拠
っ
て
い
よ
う
。
拙
稿
「
「
白
雪
姫
」
の
材
源
と
語
り

―
久
生
十
蘭
論

―
」
（
二
〇
二
〇
年
六
月
「
国
語
国
文
」
）
で
は
不

VIII

明
と
し
た
、
フ
ー
ギ
を
「
博
士
」
と
す
る
情
報
は
、
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
「
屍
体
を
運
ぶ
氷
河
」
の
掲
載
誌
「
カ
ト
リ
ッ
ク

ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
」
は
、
す
で
に
前
掲
「
新
西
遊
記
」
（
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
「
別

冊
文
芸
春
秋
」
）
に
お
い
て
、
昭
和
二
十
四
年
三
月
同
誌
掲
載
の
ア
ベ
・

ユ
ッ
ク
「
韃
靼
見
聞
記
」
が
利
用
さ
れ
て
い
た
（
本
稿
一
参
照
）。

「
白
雪
姫
」
と
類
似
し
た
設
定
に
、
「
夜
の
鶯
」
（
昭
和
三
十
一
年
六
月

～
七
月

第
一
放
送
）
が
あ
る
（
『
定
本

久
生
十
蘭
全
集
』

［
二

N
H
K

10

〇
一
一
年
十
二
月
国
書
刊
行
会
］
「
夜
の
鶯
」
の
「
解
題
」
）
。
そ
の
第
五

～
七
回
で
、
中
川
優
子
（
ハ
ナ
に
当
た
る
）
は
相
良
郁
夫
（
阿
曾
に
当
た

る
）
を
谷
川
岳
へ
引
っ
張
り
出
し
一
緒
に
死
ぬ
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
郁
夫

が
身
に
代
え
て
彼
女
を
助
け
た
た
め
、
二
人
の
心
が
通
じ
合
う
。
本
作
の

ハ
ナ
が
地
中
海
廻
り
を
ア
ル
プ
ス
廻
り
に
変
え
さ
せ
、
氷
河
を
歩
い
て
み

た
い
と
言
い
、
阿
曾
の
選
ん
だ
ガ
イ
ド
に
反
発
し
て
ガ
イ
ド
な
し
で
氷
河

に
向
か
っ
た
の
も
、
同
じ
動
機
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

四
、
「
鈴
木
主
水
」

―
幸
田
露
伴
「
幕
末
の
政
治
家
」

―

「
鈴
木
主
水
」
（
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
「
オ
ー
ル
読
物
」
、
ノ
チ
『
う

す
ゆ
き
抄
』
所
収
）
に
お
け
る
榊
原
政
岑
と
鈴
木
主
水
の
形
象
に
関
し
て
、

幸
田
露
伴
「
幕
末
の
政
治
家
」
（
初
出
題
「
反
魂
香
」
明
治
三
十
年
四
月

「
新
小
説
」
、
ノ
チ
同
三
十
四
年
九
月
春
陽
堂
『
讕
言
』
に
前
掲
題
で
収

録
。
引
用
は
『
露
伴
全
集
』
五
［
昭
和
二
十
六
年
三
月
岩
波
書
店
］
所
収
）

を
追
補
し
た
い
。

「
鈴
木
主
水
」
の
政
岑
は
「
顔
に
間
の
抜
け
た
と
こ
ろ
が
な
く
、
容
貌

は
む
し
ろ
立
派
な
は
う
だ
が
、
ツ
ル
リ
と
し
た
粋
好
み
の
細
面
が
い
か
に

い
き

も
芸
人
染
み
た
ふ
う
に
み
え
、殿
様
ら
し
い
威
容
は
ど
こ
に
も
な
か
つ
た
。

甲
高
い
、
よ
く
透
る
声
で
早
口
に
も
の
を
い
ひ
、
か
な
ら
ず
人
先
に
発
言

し
、
真
面
目
な
話
に
も
洒
落
や
地
口
を
ま
ぜ
、
嘲
弄
す
る
や
う
な
言
ひ
か

た
を
す
る
。［
略
］
な
に
に
よ
ら
ず
一
と
通
り
の
と
こ
ろ
ま
で
や
る
の
で
、

一
廉
の
器
量
の
持
主
の
や
う
に
買
ひ
か
ぶ
ら
れ
る
」
（
一
）
と
あ
る
。
こ

れ
は
、
「
幕
末
の
政
治
家
」
中
の
「
安
藤
対
馬
守
」
と
「
岩
瀬
肥
後
守
」

に
拠
っ
て
い
よ
う
。
「
安
藤
対
馬
守
」
に
は
「
顔
に
間
の
抜
け
た
る
と
こ

ろ
無
く
、
如
何
に
も
粋
に
て
那
処
や
ら
三
味
線
引
き
と
で
も
云
ひ
た
き
風

い

か

い
き

ど

こ

あ
り
。
さ
れ
ば
威
厳
と
い
ふ
も
の
は
乏
し
け
れ
ど
、
物
の
理
解
は
左
も
〳

〵
敏
げ
に
、高
く
清
み
て
透
る
声
に
て
や
ゝ
捷
口
に
物
言
ひ
た
ま
ふ
さ
ま
、

は
や

は
や
こ
と

お
ろ
か
な
る
眼
に
は
怜
悧
聡
明
の
人
と
見
え
た
り
。
」
と
あ
り
、
「
岩
瀬
肥

後
守
」
に
は
「
挙
動
や
ゝ
軽
く
し
て
今
の
所
謂
才
子
肌
と
も
い
ふ
べ
し
。

| 
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高
声
の
ハ
キ
〳
〵
し
た
る
物
言
ひ
に
て
、
人
先
に
発
言
し
、
よ
く
自
ら
も

た
か
ご
ゑ

笑
ひ
人
を
も
笑
は
し
め
、
面
白
か
ら
ぬ
談
話
中
に
も
茶
利
を
交
へ
警
語
を

ち
や

り

放
ち
、
時
に
は
人
を
呑
ん
で
か
ゝ
り
て
、
嘲
弄
す
る
と
ま
で
に
は
あ
ら
ね

ど
や
ゝ
其
気
味
あ
る
こ
と
あ
り
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
取
り
合
わ
せ
、

強
調
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
前
者
の
「
三
味
線
引
き
と
で
も
云
ひ

た
き
風
」
は
、
拙
稿
「
『
鈴
木
主
水
』
に
お
け
る
忠
義
と
私
情

―
久
生

十
蘭
論

―
」（
二
〇
一
五
年
七
月
「
国
語
国
文
」
）
で
明
ら
か
に
し
た

VI

三
田
村
鳶
魚
「
阿
波
の
十
郎
兵
衛
」
（
『
芝
居
ば
な
し
』
第
二
編
［
昭
和
二

年
一
月
宝
文
館
］
所
収
）
中
の
「
豊
後
ぶ
し
の
引
が
た
り
」
を
し
た
政
岑

像
と
重
な
る
た
め
、
注
目
し
て
取
り
入
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
大
人
に
な
っ
た
主
水
の
「
顔
は
薄
皮
だ
ち
で
、［
薄
皮
立
つ
て
］

う
す
か
は

色
が
美
し
く
、［
略
］
肩
幅
が
張
つ
て
上
背
が
増
し
、
キ
ッ
タ
リ
と
し
て
、

裃
の
つ
き
が
よ
く
な
つ
た
。
髯
の
あ
と
が
青
々
と
し
、
口
元
に
ゆ
る
み
が

な
く
、
太
く
、
静
か
な
声
が
堅
く
結
ば
れ
た
唇
か
ら
口
重
に
洩
れ
て
く
る

と
こ
ろ
は
［
と
こ
ろ
な
ど
は
］
、
い
か
に
も
沈
着
な
人
の
や
う
に
見
え
る
。
」

（
二
）
と
あ
る
。
こ
れ
も
、
「
幕
末
の
政
治
家
」
中
「
安
藤
対
馬
守
」
の

「
薄
皮
だ
ち
の
色
美
し
き
人
に
て
、［
略
］
男
ぶ
り
好
く
、［
略
］
身
体
の
𧘕
𧘔

か
み
し
も

つ
き
よ
く
、
」
と
、
同
じ
く
「
堀
織
部
正
」
の
「
身
幹
す
ら
り
と
大
柄
に

せ

た
け

て
、
［
略
］
髭
鬚
の
あ
と
青
々
と
、
［
略
］
。
キ
ッ
タ
リ
と
し
た
る
身
体
つ

ひ

げ

き
緩
み
な
く
、
口
重
に
て
太
く
静
か
な
る
声
の
、
［
略
］
例
の
大
き
な
る

く
ち
お
も

口
の
堅
く
結
ば
れ
た
る
よ
り
洩
れ
出
づ
る
さ
ま
、
如
何
に
も
沈
着
な
る
人

の
や
う
見
え
た
り
。
」
を
取
り
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
鈴
木
主
水
」
が
露
伴
「
雪
た
た
き
」（
昭
和
十
四
年
三
月
～
四
月
「
日

本
評
論
」
）
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
以
前
報
告
し
た
が
（
拙
稿
「
幸
田

露
伴
「
雪
た
た
き
」
の
構
想

―
久
生
十
蘭
「
鶴
鍋
」
へ
の
影
響
に
及
ぶ

―
」
二
〇
一
六
年
九
月
「
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
」
）
、
本
作
は
同
じ
く

露
伴
の
「
幕
末
の
政
治
家
」
も
取
り
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
、「
ボ
ニ
ン
島
物
語
」

―
『
二
戸
聞
書
』
、『
し
ぐ
れ
草
紙
』
、

鴎
外
「
高
瀬
舟
」

―

ま
ず
、
「
ボ
ニ
ン
島
物
語
」
（
昭
和
二
十
九
年
十
月
「
文
芸
春
秋
」
）
の

同
時
代
評
と
し
て
伊
藤
整
「
近
視
的
方
法
と
遠
視
的
方
法

文
芸
時
評

下
」
（
昭
和
二
十
九
年
十
月
八
日
「
朝
日
新
聞
」
）
を
紹
介
し
た
い
。
伊
藤

は
、
本
作
が
「
中
間
小
説
」
な
ど
で
は
な
く
、
「
今
の
純
文
学
作
家
た
ち

の
多
く
の
人
の
作
品
よ
り
も
は
る
か
に
「
純
文
学
」
だ
と
思
う
外
な
い
、

と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
」
と
し
て
、
細
か
な
描
写
に
よ
る
「
近
視
的
方

法
」
で
は
な
く
、「
カ
エ
サ
ル
の
「
ガ
リ
ア
戦
記
」
、
鴎
外
の
「
北
条
霞
亭
」

露
伴
の
「
運
命
」
「
聖
書
」
等
々
。
」
の
よ
う
に
事
実
を
淡
々
と
記
す
「
遠

視
的
方
法
」
に
よ
っ
て
「
思
い
が
け
な
い
魅
力
を
発
揮
」
し
、
「
怖
ろ
し

い
力
を
示
す
」
作
品
だ
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
ボ
ニ
ン
島
物
語
」
に
は
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
の
大
飢
饉
で
南

部
領
三
十
万
人
の
領
民
の
四
分
の
一
が
餓
死
し
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
山

口
弥
一
郎
『
二
戸
聞
書
』
（
昭
和
十
八
年
十
月
六
人
社
）
「
後
篇

東
北
の

生
活
研
究
資
料
補
遺
」「
十
七
、
凶
作
」
に
拠
っ
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

天
明
三
、
四
、
五
年
を
中
心
と
し
た
前
後
数
年
に
亘
る
凶
荒
は
南

部
藩
凶
作
の
最
大
な
る
も
の
で
あ
り
、餓
死
者
七
万
五
千
百
八
十
人
、

他
領
退
散
者
三
千
三
百
三
十
人
、
空
屋
一
万
五
百
四
十
五
軒
と
報
ぜ

ら
れ
て
ゐ
る
。
当
時
南
部
藩
の
総
人
口
は
三
十
万
と
算
せ
ら
れ
て
ゐ

た
か
ら
、
そ
の
約
四
分
の
一
が
餓
死
し
て
ゐ
る
事
に
な
る
。
（
一
〇

八
頁
）

ま
た
、
実
用
流
の
名
手
田
中
久
太
夫
が
平
山
行
蔵
に
実
用
流
を
学
ん
だ

|
 

|
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と
い
う
設
定
は
、
『
二
戸
聞
書
』
「
序
に
代
へ
て
（W

aga
K
enko

no

N
arikitari

）
」
（
田
中
館
愛
橘
）
に
、
愛
橘
が
「
六
、
七
歳
か
ら
武
芸
を
や

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
山
行
蔵
（
号
子
龍
）
の
開
い
た
実
用
流
と
い
ふ
の

で
、」
（
三
頁
）
を
参
照
し
て
い
よ
う
。

天
明
の
飢
饉
で
犬
一
匹
五
百
文
で
売
買
さ
れ
た
話
以
下
は
、
拙
稿
「
漂

流
、
無
人
島
、
楽
園
幻
想

―
久
生
十
蘭
論

―
」
（
二
〇
〇
八
年
五

IV

月
『
説
話
論
集
』

）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
橘
南
谿
が
津
軽
を
旅
し
た

17

時
の
見
聞
記
に
拠
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
は
版
本
『
東
遊
記
』
に

未
収
録
の
た
め
、
久
生
十
蘭
の
依
拠
文
献
は
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

『
二
戸
聞
書
』
「
十
七
、
凶
作
」
に
は
こ
の
南
谿
の
見
聞
記
が
引
か
れ
て

お
り
（
一
〇
八
～
一
一
七
頁
）
、
直
接
に
は
こ
れ
に
拠
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
『
二
戸
聞
書
』
の
ほ
か
、
小
野
武
夫
『

再
訂

増
補

農
村
社
会
史
論
講
』

（
昭
和
二
十
二
年
一
月
再
訂
増
補
八
版
巌
松
堂
書
店
、
三
二
五
～
三
三
三

頁
）
や
本
庄
栄
治
郎
『
近
世
社
会
経
済
叢
書
』
七
（
昭
和
元
年
十
二
月
改

造
社
）
所
収
柴
田
善
伸
「
米
価
記
」
（
三
〇
〇
～
七
頁
）
に
も
同
様
の
記

事
が
見
え
る
が
、
「
ボ
ニ
ン
島
物
語
」
の
他
の
個
所
に
も
『
二
戸
聞
書
』

に
拠
っ
た
個
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
接
の
典
拠
は
『
二
戸
聞
書
』
と
考

え
ら
れ
る
。

「
ボ
ニ
ン
島
物
語
」
で
深
志
と
駒
三
郎
は
、
漂
流
民
の
湊
屋
清
兵
衛
と

名
子
百
姓
（
主
家
に
隷
属
す
る
下
層
農
民
）
の
庄
吉
を
送
っ
て
、
天
保
の

大
飢
饉
の
あ
と
を
辿
る
よ
う
に
奥
州
街
道
を
旅
す
る
う
ち
、
清
兵
衛
等
が

暮
ら
し
て
い
た
小
笠
原
諸
島
に
渡
り
た
い
と
清
兵
衛
に
相
談
す
る
。
そ
こ

は
食
物
が
満
ち
溢
れ
、
働
く
必
要
の
な
い
楽
園
の
よ
う
な
島
々
だ
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
清
兵
衛
は
、
む
し
ろ
そ
れ
ゆ
え
に
皆
が
怠
け
者
に
な
っ
て

し
ま
い
、
数
の
多
さ
を
恃
ん
だ
名
子
ら
に
よ
る
身
分
の
逆
転
現
象
が
起
こ

っ
た
と
語
る
。
す
な
わ
ち
、
清
兵
衛
や
船
頭
ら
を
名
子
に
落
と
し
、
自
分

た
ち
は
旦
那
に
な
っ
て
楽
を
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
名
子

の
庄
吉
が
船
持
ち
の
清
兵
衛
を
呼
び
捨
て
に
す
る
一
方
、
清
兵
衛
が
「
庄

吉
さ
ん
」
と
呼
ぶ
こ
と
で
暗
示
さ
れ
る
。
以
上
の
う
ち
、
「
ボ
ニ
ン
島
物

語
」
で
、名

子
と
い
ふ
の
は
、
地
頭
や
地
主
か
ら
家
と
畑
と
農
具
を
借
り
、

そ
の
家
の
持
物
に
な
つ
て
、
死
ぬ
ま
で
奴
隷
の
や
う
に
働
か
さ
れ
る

貧
農
の
こ
と
で
、
生
涯
、
米
を
食
は
ず
、
名
子
の
そ
つ
ち
ら
稗
と
い

、
、
、
、

ひ
え

つ
て
、
飯
時
に
な
る
と
、
井
戸
や
川
の
近
く
へ
行
つ
て
、
稗
だ
け
の

ボ
ロ
ボ
ロ
飯
を
冷
水
で
飲
み
く
だ
す
と
い
ふ

と
解
説
さ
れ
る
「
名
子
」
は
、『
二
戸
聞
書
』
後
篇
の
「
三
、
名
子
制
度
」

に
拠
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
引
前
半
部
は
、
「
概
し
て
言
へ
ば
土
地

も
家
屋
も
全
然
所
有
せ
ざ
る
貧
農
、
所
謂
名
子
が
地
頭
、
［
略
］
と
称
せ

ら
れ
し
地
主
よ
り
家
屋
敷
及
び
耕
地
、
山
林
、
原
野
、
農
具
、
家
具
、
家

畜
等
を
貸
与
さ
れ
、
其
の
家
に
居
住
し
、
其
の
土
地
を
耕
作
し
て
生
活
資

料
を
収
益
し
、
其
の
代
償
と
し
て
地
頭
の
要
求
に
応
じ
賦
役
に
服
し
、
尚

ほ
名
子
は
地
頭
の
命
令
を
絶
対
に
遵
奉
す
る
精
神
を
保
持
し
、
主
従
関
係

に
等
し
き
隷
属
的
関
係
に
あ
る
も
の
な
り
。
」
（
七
五
頁
）
等
と
あ
る
の
を

要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
引
用
後
半
部
は
、
同
書
前
篇
の
「
第
三

食
物
」

「
十
二
、
稗
食
」
に
、
一
般
の
家
で
は
米
と
稗
半
々
で
は
贅
沢
と
さ
れ
、

米
三
・
稗
七
の
割
合
が
普
通
だ
っ
た
が
、
「
貧
し
い
家
で
は
そ
つ
ち
ら
稗

、
、
、
、
、

と
て
稗
の
み
食
べ
た
。
」
（
一
五
頁
）
、「
米
の
混
じ
な
い
飯
は
附
着
力
が
な

く
ボ
ロ
〳
〵
で
あ
る
た
め
、
農
夫
等
は
昼
飯
の
時
は
冷
水
で
呑
み
下
す
か
、

く
だ

又
は
河
辺
で
こ
の
稗
食
を
食
べ
る
。
」（
同
）
に
拠
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

「
家
の
者
は
白
米
を
多
く
混
じ
て
食
つ
て
も
名
子
や
奉
公
人
は
稗
を
多
く

混
じ
て
食
ふ
も
の
だ
と
て
必
ず
稗
を
多
く
入
れ
て
食
つ
た
。
」
（
同
）
と
あ

る
よ
う
に
、
実
際
は
名
子
も
米
の
混
ざ
っ
た
飯
を
食
べ
て
い
た
。
逆
に
貧

| 
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し
い
家
の
農
民
は
、
名
子
で
な
く
て
も
稗
の
み
を
食
べ
る
。
し
か
し
本
作

で
は
、
名
子
は
「
生
涯
、
米
を
食
は
ず
」
と
稗
食
を
名
子
に
限
定
す
る
こ

と
で
、
そ
の
奴
隷
的
身
分
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
名
子
が
「
満
足
に
子
供
の
名
ひ
と
つ
つ
け
ら
れ
ず
、
正
月
生
れ

た
女
の
子
は
シ
ョ
ガ
、
二
月
に
生
れ
た
の
は
ニ
ガ
、
三
月
に
生
れ
た
の
は

サ
ガ
で
す
ま
し
て
お
く
と
い
ふ
始
末
で
あ
る
。
」
に
つ
い
て
は
、
小
川
渉

『
し
ぐ
れ
草
紙
』
（
昭
和
十
年
九
月
飯
沼
関
弥
）
に
拠
っ
て
い
る
。
巻
三

「
八
二
、
南
部
地
方
の
景
状
」
に
、
「
七
戸
地
方
の
僻
村
に
は
一
種
の
人

名
あ
り
、
正
月
生
れ
し
女
子
に
は
シ
ヨ
ガ
、
二
月
生
れ
し
に
は
ニ
ガ
、
三

月
生
れ
し
に
は
サ
ガ
、
四
月
生
れ
し
に
は
シ
ガ

そ
の
以
下

は
忘
る
。

と
名
く
る
あ
り
て
同

名
の
も
の
多
し
、
［
略
］
も
と
文
字
の
少
き
に
よ
る
所
な
り
、
」
（
三
九
六

頁
）と
あ
る
。
南
部
領
民
の
文
盲
の
例
と
し
て
示
さ
れ
る
「
南
部
の
盲

暦

」

め
く
ら
ご
よ
み

も
、
こ
れ
自
体
は
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
同
じ
く
「
八
二
、
南
部
地

方
の
景
状
」
に
「
盛
岡
に
て
は

瞽

暦

と
い
ふ
を
製
し
発
売
せ
り
、
即
ち

め
く
ら
こ
よ
み

略
暦
に
て
」
（
三
九
一
頁
）
云
々
と
の
解
説
が
あ
る
。

こ
う
し
た
文
盲
の
名
子
と
旦
那
・
船
頭
と
の
身
分
の
逆
転
は
、
身
分
制

度
が
人
々
の
骨
髄
に
徹
し
て
い
た
江
戸
時
代
に
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、

森
鴎
外
「
高
瀬
舟
」
（
大
正
五
年
一
月
「
中
央
公
論
」
、
以
下
昭
和
三
年
一

月
改
造
社
『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
第
三
篇
「
森
鴎
外
集
」
所
収
に
よ
る
）

に
も
類
似
の
設
定
が
あ
っ
た
。
弟
殺
し
の
罪
で
遠
島
と
な
っ
た
喜
助
を
京

都
か
ら
大
阪
へ
送
る
同
心
羽
田
庄
兵
衛
は
、
喜
助
の
足
る
を
知
る
心
に
感

銘
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
呼
び
捨
て
に
し
て
い
た
の
に
、
思
わ
ず
「
喜
助
さ

ん
」
と
呼
び
掛
け
て
し
ま
う
。
庄
兵
衛
の
目
に
は
喜
助
が
、
そ
の
「
頭
か

ら
毫

光

が
さ
す
や
う
に
思
つ
た
。
」
と
、
仏
の
よ
う
に
映
っ
た
か
ら
で
あ

が
う
く
わ
う

る
。
一
方
「
ボ
ニ
ン
島
物
語
」
で
も
、「
大
旦
那
」
と
さ
れ
る
清
兵
衛
は
、

島
で
起
こ
っ
た
身
分
の
逆
転
を
引
き
継
い
で
名
子
の
庄
吉
を
「
庄
吉
さ
ん
」

と
呼
び
、
庄
吉
は
「
清
兵
衛
」
と
呼
び
捨
て
に
す
る
。
心
な
ら
ず
も
相
手

を
「
さ
ん
」
付
け
で
呼
ぶ
「
ボ
ニ
ン
島
物
語
」
と
、
心
服
の
余
り
自
然
に

「
さ
ん
」
付
け
で
呼
ん
で
し
ま
っ
た
「
高
瀬
舟
」
と
で
、
庄
兵
衛
・
清
兵

衛
の
喜
助
・
庄
吉
へ
の
思
い
は
対
照
的
だ
し
、
「
高
瀬
舟
」
の
場
合
は
身

分
と
い
う
よ
り
も
人
間
と
し
て
の
格
の
違
い
な
の
だ
が
、
い
ず
れ
も
自
分

よ
り
下
の
身
分
の
男
を
「
さ
ん
」
付
け
で
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
点
が
共
通
す

る
。「

高
瀬
舟
」
と
の
類
似
は
こ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。
庄
兵
衛
が
罪
人
喜
助

を
移
送
し
た
よ
う
に
、
本
作
の
深
志
と
駒
三
郎
も
、
洲
崎
の
浜
に
漂
着
し

た
清
兵
衛
と
庄
吉
を
大
湊
ま
で
移
送
す
る
。
そ
の
際
の
態
度
も
、
「
高
瀬

舟
」
の
喜
助
は
庄
兵
衛
に
対
し
て
「
い
か
に
も
神
妙
に
、
い
か
に
も
お
と

し
ん
べ
う

な
し
く
、
自
分
を
ば
公
儀
の
役
人
と
し
て
敬
つ
て
、
何
事
に
つ
け
て
も
逆

は
ぬ
や
う
に
し
て
ゐ
る
。
」
。
一
方
「
ボ
ニ
ン
島
物
語
」
の
清
兵
衛
・
庄
吉

も
、
駒
三
郎
か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
れ
ば
、
「
「
は
い
」
と
答
へ
る
な
り
駆
け

寄
つ
て
き
て
、
神
妙
な
や
う
す
で
道
の
上
に
膝
を
つ
い
た
。
」
で
類
似
す

る
。
た
だ
し
清
兵
衛
と
庄
吉
は
、
口
封
じ
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
早
晩
斬

ら
れ
る
と
考
え
、
い
っ
そ
早
く
斬
ら
れ
た
い
と
思
っ
て
駆
け
寄
っ
た
の
だ

っ
た
。

第
三
に
、
わ
ず
か
二
百
文
の
銭
に
満
足
し
、
島
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
み

に
し
て
働
こ
う
と
す
る
喜
助
の
勤
勉
・
寡
欲
と
、
わ
ず
か
な
土
地
を
奪
い

合
っ
て
小
島
に
分
か
れ
住
み
、
女
と
酒
に
溺
れ
た
上
、
さ
ら
に
労
働
者
を

連
れ
て
こ
よ
う
と
す
る
名
子
た
ち
の
怠
惰
・
強
欲
は
、
同
じ
く
島
に
住
み

な
が
ら
ま
こ
と
に
対
照
的
で
あ
る
。
「
高
瀬
舟
」
の
世
界
を
意
図
的
に
改

変
し
た
の
が
「
ボ
ニ
ン
島
物
語
」
な
の
で
あ
っ
た
。

最
後
は
、
「
高
瀬
舟
」
の
「
庄
兵
衛
」
と
本
作
の
「
庄
吉
」
「
清
兵
衛
」

の
類
似
で
あ
る
。
前
掲
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
庄
吉
」
と
い
う
名
は
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江
戸
時
代
の
漂
流
記
「
ペ
ラ
ホ
物
語
」
に
拠
っ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
の
、

「
庄
兵
衛
」
と
「
清
兵
衛
」
は
無
関
係
と
は
思
え
な
い
。

以
上
、
身
分
の
転
倒
、
移
送
さ
れ
る
男
が
役
人
に
示
す
恭
順
な
態
度
、

身
分
が
低
く
貧
し
い
男
の
勤
勉
・
寡
欲
と
怠
惰
・
強
欲
の
対
照
性
、
名
前

の
類
似
等
、
「
ボ
ニ
ン
島
物
語
」
が
「
高
瀬
舟
」
に
拠
っ
た
こ
と
を
確
認

し
た
。

六
、
「
奥
の
海
」

―
標
題
、
三
田
村
鳶
魚
、
日
光

礼
幣
使

―

拙
稿
「
あ
る
姫
君
の
物
語

―
久
生
十
蘭
論

―
」
（
二
〇
一
〇
年

V

四
月
「
国
語
と
国
文
学
」
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
奥
の
海
」
（
昭
和
三

十
一
年
四
月
「
週
刊
朝
日
別
冊
」

）
と
い
う
標
題
は
、
藤
原
定
家
な
ど

13

の
和
歌
で
使
わ
れ
た
歌
語
で
も
あ
っ
た
。
拙
稿
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
本

作
は
『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
（
貞
享
二
年
［
一
六
八
五
］
）
巻
四
の
二
「
忍

び
扇
の
長
哥
」
（
参
照
本
文
不
明
の
た
め
、
仮
に
日
本
名
著
全
集
『
西
鶴

な
が
う
た

名
作
集

上
』
昭
和
四
年
八
月
を
用
い
た
）
に
拠
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
こ
で
、
例
え
ば
西
鶴
と
の
縁
か
ら
そ
の
『
一
目
玉
鉾
』
（
同
、
下
、
同

年
十
月
）
を
参
照
す
れ
ば
、
巻
一
に
「
奥
の
海
」
と
し
て
、
「
尋
ね
見
る

つ
ら
き
心
の
奥
の
海
よ
汐
干
の
方
［
潟
の
意
］
に
［
「
の
」
の
誤
り
］
い

ふ
か
ひ
［
「
貝
」「
甲
斐
」
を
掛
け
る
］
も
な
し
」「
た
つ
ね
て
も
他
し
［
あ

だ
し
］
心
の
［
「
を
」
の
誤
り
］
奥
［
「
置
く
」
と
掛
け
る
］
の
海
の
荒
き

磯
辺
は
寄
舟
も
な
し
」
（
三
九
五
頁
）
の
二
首
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
前

者
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
四
（
恋
四
）
の
藤
原
定
家
の
歌
、
後
者
は

『
続
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
十
一
（
恋
一
）
の
常
磐
井
入
道
前
太
政
大
臣
の

歌
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
歌
語
「
奥
の
海
」
は
、
潮
が
引
い
て
貝
の
な
い
陸

奥
の
海
の
潟
や
、
舟
を
寄
せ
付
け
な
い
陸
奥
の
荒
磯
か
ら
、
つ
れ
な
い
人

・
他
に
心
を
移
す
人
と
の
断
絶
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
知
嘉
姫
を
尋
ね
て

陸
奥
に
下
っ
た
金
十
郎
は
、
「
な
に
か
た
い
へ
ん
な
失
敗
を
や
ら
か
し
た

の
に
ち
が
い
な
い
」
と
気
づ
い
て
は
い
て
も
、
彼
女
が
会
っ
て
く
れ
な
い

理
由
が
最
後
ま
で
分
か
ら
な
い
。
そ
う
し
た
金
十
郎
の
孤
絶
感
が
「
奥
の

海
」
と
い
う
標
題
に
籠
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
位
の
高
い
公
卿
の
娘
が
適
当
な
結
婚
相
手
に
恵
ま
れ
な
い
本
作

の
設
定
は
、
前
掲
「
『
鈴
木
主
水
』
に
お
け
る
忠
義
と
私
情
」
で
指
摘
し

た
三
田
村
鳶
魚
の
著
作
も
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
江

戸
末
期
の
囲
者
」
の
「
安
囲
か
ら
月
囲
へ
」
（
昭
和
二
十
三
年
六
月
青
蛙

堂
書
房
『
女
の
生
活

江
戸
風
俗
志
（

）
』
所
収
）
に
は
、
「
京
都
市
民

1

と
同
様
に
、
御
公
家
様
な
る
も
の
が
又
ひ
ど
く
つ
ゞ
ま
や
か
な
も
の
で
あ

り
ま
し
て
、
看
板
ば
か
り
で
か
い
け
れ
ど
も
、
中
身
は
さ
う
往
か
な
い
。

「
公
家
の
位
倒
れ
」
と
い
ふ
だ
け
あ
つ
て
、
自
分
の
娘
を
売
物
に
し
て
諸

大
名
の
援
助
を
受
け
る
。
」
（
一
八
五
頁
）
と
あ
る
。
「
稼
ぐ
御
殿
女
中
」

の
「
夢
茶
屋
の
奇
詭
」
（
昭
和
九
年
十
一
月
早
稲
田
大
学
出
版
部
『
江
戸

の
女
』
所
収
）
に
も
、
「
禄
の

尠

い
位
倒
れ
の
公
家
衆
は
、
お
気
の
毒
だ

す
く
な

が
娘
の
捌
け
口
を
其
処
［
「
諸
大
名
の
夫
人
」
や
「
お
妾
」
］
に
求
め
る
。

そ
の
御
縁
が
金
の
蔓
で
も
あ
つ
て
苦
し
い
生
計
の
幅
も
出
来
る
。
」
（
三
三

九
頁
）
と
あ
る
。
同
様
の
文
言
は
「
黄
門
様
の
八
ツ
あ
た
り
」
の
「
白
蓮

女
史
ば
か
り
か
」（
昭
和
八
年
十
一
月
早
稲
田
大
学
出
版
部
『
御
家
騒
動
』

所
収
）
に
も
見
え
る
。
鳶
魚
が
語
っ
た
よ
う
に
、
い
く
ら
貧
乏
で
も
（
む

し
ろ
貧
乏
だ
か
ら
こ
そ
）
、
公
卿
の
結
婚
相
手
は
裕
福
な
大
名
に
な
る
。

本
作
の
材
源
と
な
っ
た
篠
田
鉱
造
『
明
治
開
化
綺
談
』
（
昭
和
十
八
年
三

月
明
正
堂
）
「
几
帳
の
影
の
御
姫
様
」
の
場
合
も
、
「
富
豪
」
「
豪
族
」
だ

も
の
も
ち

っ
た
か
ら
こ
そ
、
公
卿
の
娘
と
結
婚
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
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「
奥
の
海
」
で
、
烏
丸
中
納
言
が
毎
年
日
光
礼
幣
使
の
副
使
を
務
め
る

の
は
、
篠
田
鉱
造
『

増補

幕
末
百
話
』
（
昭
和
四
年
七
月
万
里
閣
書
房
）
「
七

五

日
光
礼
幣
使
の
話
」
に
拠
っ
て
い
た
（
前
掲
拙
稿
参
照
）
。
五
十
嵐

富
夫
『
日
光
例
幣
使
街
道
』
（
昭
和
五
十
二
年
三
月
柏
書
房
）
は
、
木
崎

宿
（
現
・
群
馬
県
太
田
市
新
田
木
崎
町
）
の
定
助
郷
で
あ
っ
た
世
良
田
村

（
現
・
太
田
市
世
良
田
町
）
の
歴
史
を
記
し
た
『
世
良
田
村
史
稿
』
を
引

い
て
、
駕
籠
か
き
に
徴
用
さ
れ
た
人
足
が
日
光
例
幣
使
の
随
員
に
「
な
に

が
し
か
の
金
子
を
出
せ
ば
事
な
く
す
む
が
、
然
ら
ざ
る
時
は
駕
籠
よ
り
故

意
に
お
ち
て
、
こ
ら
何
と
い
う
無
礼
を
至
す
、
そ
の
ま
ゝ
に
は
差
置
か
ぬ

マ
マ

ぞ
と
お
ど
し
て
、
金
子
を
ま
き
あ
げ
た
」
（
七
四
頁
）
不
法
行
為
を
紹
介

し
て
い
る
。
島
崎
藤
村
「
夜
明
け
前
」
第
一
部
第
一
章
四
（
昭
和
四
年
七

月
「
中
央
公
論
」
）
、
第
八
章
一
（
同
誌
昭
和
六
年
四
月
）
、
第
十
二
章
四

（
同
誌
昭
和
七
年
一
月
）
で
も
、
日
光
例
幣
使
が
献
上
金
を
要
求
す
る
た

め
百
姓
等
に
恐
れ
ら
れ
て
い
た
話
が
あ
る
。
阿
川
弘
之
「
煙
管
」
（
昭
和

二
十
八
年
三
月
「
小
説
新
潮
」
）
は
、
末
尾
に
「
（
「
幕
末
百
話
」
に
拠
る
）
」

と
注
記
し
て
こ
の
話
を
使
っ
て
い
た
。

な
お
、
拙
稿
で
言
及
し
た
『
漫
談
明
治
初
年
』
（
昭
和
二
年
一
月
春
陽

堂
）
は
、
「
亜
墨
利
加
討
」
（
昭
和
十
八
年
一
月
「
講
談
倶
楽
部
」
）「
玉
取

ア

メ

リ

カ

物
語
（
昭
和
二
十
六
年
十
月
「
別
冊
文
芸
春
秋
」
）
の
ほ
か
、
「
妖
婦
ア
リ

ス
芸
談
」
（
昭
和
二
十
五
年
六
月
「
文
芸
春
秋
」
増
刊
「
涼
風
読
本
」
）
一

で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ア
リ
ス
の
祖
父
が
日
本
橋
青
物
町
で
下
総
屋
と

い
う
呉
服
屋
を
し
て
い
た
等
は
『
漫
談
明
治
初
年
』「
最
初
の
輸
入
商
（
富

国
屋
吉
右
衛
門
）
」（
鷲
見
左
門
氏
、
三
一
九
～
二
一
頁
）
に
、
オ
ラ
ン
ダ

公
使
と
長
命
寺
の
お
花
さ
ん
の
話
も
「
長
命
寺
の
お
花
さ
ん
と
オ
ラ
ン
ダ

公
使
」
（
田
中
智
学
氏
、
三
〇
三
～
三
〇
七
頁
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
て

い
る
。
ア
リ
ス
の
身
の
上
話
と
い
う
体
裁
や
語
り
口
も
『
漫
談
明
治
初
年
』

を
模
し
て
い
よ
う
。

む
す
び

以
上
の
考
察
に
際
し
、
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る

全
文
検
索
は
極
め
て
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
久
生
十
蘭

は
先
行
資
料
か
ら
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
文
言
を
か
な
り
忠
実
に
引
用
し
、
作

中
に
溶
け
込
ま
せ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
以
前
、
「
コ
ラ
ー
ジ
ュ
風
」
（
前

掲
「
西
蔵
へ
の
旅
、
西
蔵
か
ら
の
旅
」
）
と
評
し
た
執
筆
手
法
は
多
く
の

作
品
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

［
付
記
］
「
新
西
遊
記
」
関
係
の
特
別
資
料
閲
覧
に
ご
高
配
賜
る
と
と
も
に
、
雑

誌
記
事
の
出
典
調
査
に
ご
助
力
い
た
だ
い
た
神
奈
川
近
代
文
学
館
資
料
課

藤
木

尚
子
氏
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

引
用
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
、
ル
ビ
を
適
宜
略
し
た
。
／
は
改
行
を

示
す
。

本
稿
は
二
〇
二
二
年
度
～
二
〇
二
四
年
度
の
京
都
大
学
に
お
け
る
講
義
に
基
づ

く
。

（
す
だ

ち
さ
と
・
本
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
）




